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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のためのモバイルデバイスであって、
　第１の信号タイプの２つの信号をアグリゲートするように構成された２つ以上のトラン
シーバを有するキャリアアグリゲーションラジオを備え、
　前記トランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバは、第２の信号タイプを検出
したことに応答して、他のトランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバが前記第
１の信号タイプを受信し続ける間に、前記第２の信号タイプを受信するようにさらに構成
され、
　ここにおいて、前記第２の信号タイプを検出することが、前記第１の信号タイプの前記
キャリアアグリゲーションを中止させ、前記第１の信号タイプがＷＷＡＮ信号であり、前
記第２の信号タイプがＷＬＡＮ信号である、
　モバイルデバイス。
【請求項２】
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが前記第２の信号タイプ
を受信することを可能にするために前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトラ
ンシーバ内のフィルタ特性を調整すること、
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが前記第２の信号タイプ
を受信することを可能にするために前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトラ
ンシーバ中のフィルタを切り替えること、
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　のうちの少なくとも１つのために構成されたトランシーバコントローラをさらに備える
、請求項１に記載のモバイルデバイス。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのトランシーバによって受信されている信号のタイプを検出するよ
うに構成されたベースバンドプロセッサをさらに備え、
　ここにおいて、前記ベースバンドプロセッサは、前記トランシーバが前記第１の信号タ
イプを受信しているのかまたは前記第２の信号タイプを受信しているのかに基づいて別様
に信号を処理するように構成される、
　請求項２に記載のモバイルデバイス。
【請求項４】
　前記トランシーバコントローラが、前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのト
ランシーバ中での前記フィルタ特性の変更に関してベースバンドプロセッサに通知し、こ
こにおいて、前記フィルタ特性が、中心周波数である、請求項２に記載のモバイルデバイ
ス。
【請求項５】
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが、ＦＤＤデュプレクサ
をバイパスするために信号経路を作成する複数の単極双投スイッチを含み、
　前記モバイルデバイスが、前記ＦＤＤデュプレクサをバイパスする前記信号経路を作成
するために前記少なくとも１つのトランシーバの前記複数の単極双投スイッチに制御信号
を送信するように構成されたコントローラをさらに備える、請求項１に記載のモバイルデ
バイス。
【請求項６】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のトランシーバによって第１のタイプの信号を受信することと、
　第２のトランシーバによって第１のタイプの信号を受信することと、
　前記第１のトランシーバによって受信された前記信号と前記第２のトランシーバによっ
て受信された前記信号とをキャリアアグリゲートすることと、
　第２のタイプの信号を検出することと、
　前記第２のタイプの信号を検出したことに応答して、前記第２のトランシーバが前記第
１のタイプの信号を受信し続ける間に、前記第２のタイプの信号を受信するように前記第
１のトランシーバを切り替えることと、
　ここにおいて、前記第２のタイプの信号を検出することが、前記第１のタイプの信号の
前記キャリアアグリゲーションを中止させ、前記第１のタイプの信号がＷＷＡＮ信号であ
り、前記第２のタイプの信号がＷＬＡＮ信号である、
　を備える方法。
【請求項７】
　前記第１のトランシーバと前記第２のトランシーバとが、キャリアアグリゲーション中
にＷＷＡＮ信号を受信するように構成された、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記切り替えることが、前記第１のトランシーバに接続されたコントローラによって実
行され、前記方法が、
　少なくとも１つのＦＤＤデュプレクサをバイパスするために前記第１のトランシーバに
制御信号を送ることをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のトランシーバが前記第２のタイプの信号を受信することを可能にするために
前記第１のトランシーバ内のフィルタの特性を調整することをさらに備える、請求項６に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のトランシーバが前記第２のタイプの信号を処理することを可能にするために
、フィルタ周波数を調整することと、前記第１のトランシーバ内の単極双投スイッチのう
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ちの少なくとも１つをアクティブ化することとを行うように構成されたトランシーバコン
トローラをさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項１１】
　前記トランシーバコントローラが、処理されている信号に基づいて異なる制御信号を与
えるように構成された、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のトランシーバは、前記第２のタイプの信号を検出したことに応答して、前記
第１のタイプの信号を受信し続ける、請求項６に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項６～請求項１２のいずれか一項に記載のステップを実行するための命令を記憶し
たコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれ
る、２０１３年１２月３日に出願された「ＤＵＡＬ　ＭＯＤＥ　ＷＷＡＮ　ＡＮＤ　ＷＬ
ＡＮ　ＴＲＡＮＳＣＥＩＶＥＲ　ＳＹＳＴＥＭＳ　ＡＮＤ　ＭＥＴＨＯＤＳ」と題する米
国特許出願第１４／０９５，７７９号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムおよびプロセスに関し、より詳細には、キャリア
アグリゲーションをサポートするトランシーバを採用する通信システムおよびプロセスに
関する。特定の実施形態は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））キャ
リアアグリゲーションをサポートし、ワイヤレスローカルエリアネットワークをサポート
するように適合されたトランシーバを用いるシステムおよびプロセスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登
録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユニバーサルモ
バイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunica
tions System）モバイル規格の拡張のセットである。これらは、スペクトル効率を改善す
ることによってモバイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、
コストを下げ、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、また、ダウンリンク（Ｄ
Ｌ：downlink）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ：uplink）上ではＳＣ－
ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ：multiple-input multiple-output）アンテ
ナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合する。しかしながら、モバイルブロー
ドバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必
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要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を採用する
電気通信規格とに適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]先進のワイヤレスデバイスは、異なるタイプの信号（たとえば、異なる周波数お
よび帯域幅の信号）を受信または送信する複数のトランシーバまたはラジオ（限定はしな
いが、２Ｇ、３Ｇ、４Ｇなどのワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）、Ｗｉ
－Ｆｉ（登録商標）としても知られているワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬ
ＡＮ）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）およびｚｉｇｂｅｅなどのワイヤレスパーソナ
ルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）、ＲＦＩＤ（無線周波数識別）など）を有することが
できる。様々な実装形態は、複数の規格をサポートするために専用ハードウェアを組み込
む。たとえば、ワイヤレスＬＡＮおよびＰＡＮを用いて何らかの統合が実行され得る場合
であっても、これらの回路は、通信規格ごとに１つのＲＦフロントエンドを含む。ワイヤ
レスデバイスごとの複数のＲＦフロントエンドにより、実装形態が、複雑で、巨大で、コ
ストのかかるものになり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法は、限定はしないが、第１のトランシーバによって第１の
タイプの信号を受信することと、第２のトランシーバによって第１のタイプの信号を受信
することと、第１のトランシーバと第２のトランシーバとによって受信された信号をキャ
リアアグリゲートすることとのうちのいずれか１つまたはそれらの任意の組合せを含む。
本方法は、第２のタイプの信号を検出することと、第２のトランシーバが第１のタイプの
信号を受信し続ける間に、第２の信号タイプを受信するように第１のトランシーバを切り
替えることとを含む。第１のトランシーバと第２のトランシーバとは、キャリアアグリゲ
ーション中に第１のタイプの信号を受信するように構成される。第１のトランシーバと第
２のトランシーバとは、ＭＩＭＯ（多入力多出力）動作中に第２のタイプの信号を受信す
るように構成される。本方法は、第１のタイプの信号がＷＷＡＮ信号であること、および
第２のタイプの信号がＷＬＡＮ信号であることを含む。本方法は、切り替えることが、第
１のトランシーバに接続されたコントローラによって実行されることを含む。コントロー
ラは、少なくとも１つのＦＤＤデュプレクサをバイパスするために第１のトランシーバに
制御信号を送ることを行うように構成され得る。本方法は、第１のトランシーバが第２の
タイプの信号を受信することを可能にするために第１のトランシーバ内のフィルタの特性
を調整することを含む。本方法は、少なくとも１つのトランシーバが第２の信号タイプを
受信することを可能にするためにトランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバ内
のフィルタ特性を調整するように構成されたトランシーバコントローラを使用して調整す
ることを含み得る。本方法は、トランシーバコントローラが、処理されている信号に基づ
いて異なる制御信号を与えるように構成されていることを含む。本方法は、第２のタイプ
の信号を処理するために第１のトランシーバ内に信号経路を作成するように少なくとも１
つの制御信号を変更するように構成されたトランシーバコントローラを変更することを含
む。
【０００７】
　[0007]第１の信号タイプの２つの信号をアグリゲートするように構成された２つ以上の
トランシーバを有するキャリアアグリゲーションラジオを含むワイヤレス通信のためのモ
バイルデバイスを含むワイヤレス通信のシステムであって、他のトランシーバが第１の信
号タイプを受信し続ける間に、トランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバが第
２の信号タイプを受信するように構成された、ワイヤレス通信のシステム。ＭＩＭＯ（多
入力多出力）動作中に、第１のトランシーバと第２のトランシーバとを含むシステムは、
第２のタイプの信号を受信するように構成される。モバイルデバイスは、トランシーバが
第２の信号タイプを受信することを可能にするためにトランシーバのうちの少なくとも１
つのトランシーバ内のフィルタ特性を調整するように構成されたトランシーバコントロー
ラを含み得る。モバイルデバイスはまた、少なくとも１つのトランシーバによって受信さ
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れている信号のタイプを検出するように構成されたベースバンドプロセッサを含み、ベー
スバンドプロセッサは、トランシーバが第１の信号タイプを受信しているのかまたは第２
の信号タイプを受信しているのかに基づいて別様に信号を処理するように構成される。モ
バイルデバイス中のトランシーバコントローラは、ベースバンドプロセッサが異なるタイ
プの信号を処理するように構成され得るように、トランシーバのうちの少なくとも１つの
トランシーバ中でのフィルタ特性の変更に関してベースバンドプロセッサにメッセージを
送り得る。
【０００８】
　[0008]モバイルデバイス中のトランシーバコントローラは、トランシーバのうちの少な
くとも１つのトランシーバ中のフィルタの間で切り替えるように構成される。フィルタの
間で切り替えることにより、トランシーバのうちの少なくとも１つは、第２のタイプの信
号を受信することが可能になり得る。モバイルデバイスは、ＷＷＡＮ信号である第１の信
号タイプを受信するように構成され、ここで、第２の信号タイプはＷＬＡＮ信号である。
ＦＤＤデュプレクサをバイパスする信号経路を作成するために少なくとも１つのトランシ
ーバの複数の単極双投スイッチに制御信号を送信するように構成されたコントローラを含
むモバイルデバイス。アクティブ化されたときに、トランシーバ内でＦＤＤデュプレクサ
をバイパスするために信号経路を作成する複数の単極双投スイッチを含む少なくとも１つ
のトランシーバを含むモバイルデバイス。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のための装置であって、第１のトランシーバと第２のトランシー
バとによって受信された第１の信号タイプの２つの信号をアグリゲートするための手段と
、第２の信号タイプを検出すると、少なくとも１つのトランシーバによって、第２の信号
タイプを受信するための手段とを備える装置。本装置は、第２の信号タイプに基づいて第
１のトランシーバ内のフィルタの特性を変更するための手段を含む。本装置は、第２の信
号タイプを検出するための手段をさらに含む。本装置は、第２のトランシーバが第１のタ
イプの信号を受信し続ける間に、第２のタイプの信号を受信するように第１のトランシー
バを変更するための第１の制御信号を生成するための手段を含み得る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]ワイヤレス通信のためのネットワークの一例を示す図。
【図２Ａ】[0011]キャリアアグリゲーションモードにあるＲＦモジュールの一例を示す図
。
【図２Ｂ】[0012]第１のタイプの信号と第２のタイプの信号とを受信するように構成され
たＲＦモジュールの一例を示す図。
【図３】[0013]図１～図２Ｂ中のシステムによって実施され得るワイヤレス通信の方法の
フローチャート。
【図４】[0014]ワイヤレス通信を実施するためのシステムの概略図。
【図５】[0015]図１～図２Ｂおよび図４中のシステムによって実施され得るワイヤレス通
信の方法のフローチャート。
【図６】[0016]ワイヤレス通信を実施するためのシステムの概略図。
【図７】[0017]図６中のシステム上で実施され得るワイヤレス通信の方法のフローチャー
ト。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0018]本開示の実施形態は、デュアルモードワイヤレスＷＡＮおよびワイヤレスＬＡＮ
トランシーバシステムを対象とする。複数のトランシーバは、本明細書ではユーザ機器（
ＵＥ）と呼ぶモバイルフォン、スマートフォン、タブレット、または他の電子モバイル通
信デバイス中で異なる周波数の２つ以上の信号をアグリゲートするように構成され得る。
ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、タッチ入力タブレット、セ
ッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）フォン、ラップトッ
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プ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、
デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、または
任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、ワイヤレスデバイス、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１２】
　[0019]２つの信号のキャリアアグリゲーションにより、トランシーバのセットは、モバ
イルデバイスが、第１のタイプのより広い帯域幅の信号を受信し、より高いスループット
を与えることができるように信号をアグリゲートするために異なる周波数で信号を受信す
ることが可能になる。様々な実施形態では、第１のタイプの信号はＷＷＡＮ信号であり、
第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信号である。様々な実施形態では、トランシーバのうちの
少なくとも１つは、キャリアアグリゲーションなしに、他のトランシーバが第１のタイプ
の信号を受信し続ける間に第２のタイプの信号を受信するように構成され得る。
【００１３】
　[0020]別の実施形態では、方法は、他のトランシーバが第１の信号タイプを送信／受信
し続ける間に第２の信号タイプを送信／受信するように、第１の信号タイプに対してキャ
リアアグリゲーションを実行するように構成されたトランシーバのセットの一部である少
なくとも１つのトランシーバを再構成することを含む。
【００１４】
　[0021]キャリアアグリゲーションを実行するためにトランシーバの様々な組合せが使用
され得る（たとえば、２つのトランシーバが、２つの異なる周波数に同調させられ、両方
のトランシーバの合成帯域幅が特定の信号タイプについて１０ＭＨｚになるように、各ト
ランシーバが単一の５ＭＨｚ信号を受信する）。いくつかの実施形態では、異なる周波数
は、互いに分離され、周波数帯域にわたって分散し得る。いくつかの実施形態では、異な
る周波数は、周波数帯域において互いに隣接し得る。ＬＴＥおよびＷＣＤＭＡ（登録商標
）において、帯域幅を増加させ、それによって、ビットレートを増加させるためにキャリ
アアグリゲーションが使用される。ＦＤＤ（周波数分割複信）およびＴＤＤ（時分割複信
）の両方のためにキャリアアグリゲーションが使用され得る。各アグリゲートされたキャ
リアは、コンポーネントキャリア、ＣＣ、と呼ばれる。たとえば、コンポーネントキャリ
アが１．４、３、５、１０、１５または２０ＭＨｚの帯域幅を有することができる場合、
様々なコンポーネントキャリアは１００ＭＨｚ以上の帯域幅を達成するようにアグリゲー
トされ得る。ＦＤＤでは、アグリゲートされるキャリアの数は、ＵＬと比較してＤＬでは
異なり得る。ただし、ＵＬコンポーネントキャリアの数は、ＤＬコンポーネントキャリア
の数以下になる。個別のコンポーネントキャリアはまた、帯域幅が異なり得る。ＴＤＤが
使用されるとき、ＣＣの数および各ＣＣの帯域幅は、ＤＬおよびＵＬに対して同じになる
。
【００１５】
　[0022]特に、キャリアアグリゲーション（たとえば、ＬＴＥ）のために２つのトランシ
ーバが使用され、別の信号（たとえば、ＷＩＦＩ）が利用可能であることをＵＥが検出す
ると、他のトランシーバがＬＴＥモードのままである間に、ワイヤレスＷＡＮ信号を処理
するようにＵＥ中のトランシーバのうちの１つを構成するために、ＵＥ中のコントローラ
に信号が送られる。ＵＥ中のトランシーバを構成することは、周波数を変更すること（Ｗ
ＬＡＮ帯域に同調させること）、およびフィルタ特性（中心周波数、帯域幅、振幅および
位相応答など）を調整すること、または第２の信号タイプの中心周波数および帯域幅を有
する信号を受け入れるようにフィルタを切り替えることを含み得る。
【００１６】
　[0023]フィルタ特性を調整することまたはフィルタを切り替えることの一部として、ま
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たは、それに加えて、ベースバンドプロセッサは、ベースバンドプロセッサが、第２のま
たは他のトランシーバから第１の信号タイプ（たとえば、ＣＤＭＡ、３Ｇ、ＨＳＰＡ、Ｈ
ＳＰＡ＋、ＬＴＥ、ＬＴＥアドバンスト）の信号を受信し、処理し続ける間に、第１のト
ランシーバから第２の信号タイプ（たとえば、ＷＬＡＮまたはＷＩＦＩ）の信号を受信す
るように再構成またはプログラムされ得る。
【００１７】
　[0024]いくつかの実施形態では、ＵＥ上の検出ソフトウェアは、ＵＥ上でアクセス可能
であるか、またはＵＥによって受信され得る信号を検出し得る。探索および検出プロセス
は、サービング発展型ノードＢ（ｅＮＢ）によって制御され、所定のスケジュールに基づ
いて周期的に行われ得る。受信され得る第２の信号（第２のタイプの信号）を検出すると
、ＵＥ中の検出ソフトウェアは、受信されていた第１の信号を受信することを停止し、第
２の信号を受信するようにトランシーバを切り替えるようにトランシーバを変更すること
をＵＥに行わせるために、信号をＵＥ中のコントローラに送らせ得る。他のトランシーバ
は、第１のタイプの信号を受信し続け得る。
【００１８】
　[0025]第１の信号タイプは、ＬＴＥ信号であり得、ここで、ＵＥ中の２つのトランシー
バは、異なる中心周波数の信号をアグリゲートするように構成される。ＵＥが、ＷＬＡＮ
信号を検出し、ＥＰＣにイベントを通信すると、トランシーバのうちの１つは、ＬＴＥ信
号を受信することを停止し、他のトランシーバがＬＴＥ信号を受信し続ける間にＷＬＡＮ
信号を受信するように再構成され得る。他の実施形態では、第１の信号はＷＣＤＭＡ信号
であり得、第２の信号はＷＬＡＮ信号であり得る。他の実施形態では、第１の信号はＬＴ
Ｅ信号であり得、第２の信号はＨＳＰＡ＋信号であり得る。他の実施形態では、第１の信
号はＷＬＡＮ信号であり得、第２の信号はＷＷＡＮ信号であり得る。他の実施形態は、第
１および第２の信号に任意の他の組合せの２つの異なる信号を採用し得る。
【００１９】
　[0026]添付の図面に関して以下に記載する詳細な説明は、様々な例示的な構成に関し、
本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない。
【００２０】
　[0027]次に、様々な例示的な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態
様を提示する。これらの装置および方法が、様々なブロック、モジュール、構成要素、回
路、ステップ、プロセス、アルゴリズムなど（「要素」と総称される）によって、以下の
詳細な説明で説明され、添付の図面で示される。これらの要素は、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのよ
うな要素がハードウェアまたはソフトウェアとして実装されるかどうかは、特定の適用例
および全体的なシステムに課せられた設計制約に依存する。
【００２１】
　[0028]例として、要素、または要素の任意の部分、あるいは要素の任意の組合せは、１
つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの
例としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわ
たって説明される様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある
。処理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語と呼ばれるか、他の名称で呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セット、コード
、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモ
ジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ
、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ
、関数などを意味すると広く解釈されたい。
【００２２】
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　[0029]アクセスネットワークによって採用される変調および多元接続方式は、展開され
ている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥでは、周波数分割複信（ＦＤＤ）
と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがダウンリンク（ＤＬ）
上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがアップリンク（ＵＬ）上で使用される。当業者なら以下
の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例
に好適である。ただし、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電
気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータ
オプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブ
ロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ｃｄｍａ２０００
規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3r
d Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格で
あり、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用
する。また、これらの概念は、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形形態とを利用するユニバーサル地上波無線アクセス（
ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを利用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
））、ならびに、ＯＦＤＭＡを利用する発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０
２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ
８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭにも拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際
のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全
体的な設計制約に依存することになる。
【００２３】
　[0030]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、記載される機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せに実装され得る
。ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あ
るいはコンピュータ可読媒体上に１つもしくは複数の命令またはコードとして符号化され
得る。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータ
によってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定でなく例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－Ｒ
ＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバ
イス、または所望のプログラムコードを命令またはデータ構造の形式で搬送または記憶す
るために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、他の任意の媒体を備え得
る。本明細書において使用されるときに、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、
コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディ
スク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登録商
標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、デ
ィスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２４】
　[0031]図１は、ネットワーク１００を示す図である。ネットワーク１００は、ＬＴＥネ
ットワーク１１５と、ＷＬＡＮネットワーク１５０と、他のネットワーク１３０とを含む
。他のネットワーク１３０は、限定はしないが、１つまたは複数のｃｄｍａ２０００、Ｗ
ＣＤＭＡおよびＨＳＰＡネットワークを含み得る。ＵＥ１０２は、ネットワーク１１５、
１３０、および１５０の各々に接続するように構成され得る。ＬＴＥネットワーク１１５
は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet System）と呼ばれることがある
。ＬＴＥネットワーク１１５は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型
ユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved Universal Te
rrestrial Radio Access Network）１１８と、発展型パケットコア（ＥＰＣ：Evolved Pa
cket Core）１２０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１２２
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と、事業者のＩＰサービス１２４とを含み得る。ＬＴＥネットワーク１１５は他のアクセ
スネットワークと相互接続することができるが、簡単のために、それらのエンティティ／
インターフェースは図示していない。図示のように、ＬＴＥネットワーク１１５は、パケ
ット交換サービスを提供する。しかしながら、本開示全体にわたって提示される様々な概
念は、回線交換サービスを提供するネットワークに拡大され得る。
【００２５】
　[0032]Ｅ－ＵＴＲＡＮ１１８は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１１７と他のｅＮＢ（図示
せず）とを含むか、またはそれらを用いて動作する。ｅＮＢ１１７は、バックホール（た
とえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢに接続され得る。ｅＮＢ１１７は、
基地局、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本
サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extende
d service set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１１７
は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１２０へのアクセスポイントを与える。
【００２６】
　[0033]ｅＮＢ１１７はＳ１インターフェースによってＥＰＣ１２０に接続される。ＥＰ
Ｃ１２０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）と、
他のＭＭＥと、サービングゲートウェイと、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイとを含む。ＭＭＥは、ＵＥ１０２とＥＰＣ１２０との間のシグナリングを処理す
る制御ノードである。概して、ＭＭＥはベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩ
Ｐパケットはサービングゲートウェイを通して転送され、サービングゲートウェイ自体は
ＰＤＮゲートウェイに接続される。ＰＤＮゲートウェイはＵＥのＩＰアドレス割振りなら
びに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイは、通信事業者のＩＰサービス１２４に接
続される。
【００２７】
　[0034]再び図１を参照すると、キャリアアグリゲーションは、ＵＥ１０２とｅノードＢ
１１７とによって使用され得る技法である。基地局１１７およびＵＥ１０２は、たとえば
、最高２０ＭＨｚ帯域幅を有し得るコンポーネントキャリア（ＣＣ）を使用して互いと通
信する。１Ｇｂｐｓのデータレートをサポートするために、最高１００ＭＨｚの送信帯域
幅が必要とされ得る。キャリアアグリゲーションは、送信のためにＣＣをアグリゲートす
ることを可能にする技法である。たとえば、２０ＭＨｚ帯域幅の５つのＣＣはそれぞれ、
１００ＭＨｚの高帯域幅送信を達成するためにアグリゲートされ得る。アグリゲートされ
るＣＣは、同じまたは異なる帯域幅を有し得、同じ周波数帯域中の隣接ＣＣまたは非隣接
ＣＣであり得、または異なる周波数帯域中のＣＣであり得る。したがって、高帯域幅を達
成することに加えて、キャリアアグリゲーションのための別のモチベーションは、断片化
されたスペクトルの使用を可能にすることである。
【００２８】
　[0035]図１はまた、ＷＬＡＮネットワーク１５０を含む。ＵＥ１０２は、ルータ１５２
と接続することによってＷＬＡＮネットワーク１５０にアクセスし得る。ＵＥ１０２は、
ＵＥ１０２が、たとえば、インターネットおよび他のリソースなどのワイドエリアネット
ワークと通信することを可能にするＷｉ－Ｆｉ信号を与えるルータ１５２を介して接続し
得る。いくつかの実施形態では、ＵＥ１０２は、Ｗｉ－Ｆｉ信号のみを送信および受信す
るように構成された専用アンテナを含まないことがある。専用ＷＬＡＮアンテナは、限定
はしないが、ＲＦ　ＡＳＩＣ、ＲＦフロントエンドＡＳＩＣ、ＷＬＡＮアンテナおよびＷ
ＬＡＮベースバンドプロセッサなどの複数の構成要素を含み得る。図１～図７で説明する
実施形態では、ＵＥ１０２は、専用ＷＬＡＮアンテナとトランシーバとを有しないことが
ある。それにもかかわらず、ＵＥ１０２は、ＷＬＡＮネットワーク１５０と通信するため
にＷＷＡＮトランシーバのうちの１つまたは複数を使用することによってＷＬＡＮネット
ワーク１５０と通信し得る。これらの実施形態では、ＵＥ１０２は、他のトランシーバが
ＷＷＡＮ信号を送信／受信し続ける間に、ＷＬＡＮネットワーク１５０との接続を確立す
るためにＷＷＡＮ信号を送信／受信するように構成されたトランシーバのうちの１つを再
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構成し得る。
【００２９】
　[0036]様々な利点は、上記の構成を使用することによって実現され得る。ＵＥ１０２は
、ＵＥ１０２内のボリュームを占有する専用ＷＬＡＮアンテナとトランシーバとを必要と
しない。専用ＷＬＡＮアンテナとトランシーバとの欠如はまた、ＵＥ１０２内の構成要素
の数を低減する。さらに、ＷＬＡＮネットワーク１５０がアクセス不可能であるとき、専
用ＷＬＡＮアンテナとトランシーバとは無関係になり得、ＵＥ１０２中の無関係な構成要
素を除去することはコストを低減するのに役立ち得る。
【００３０】
　[0037]図２Ａおよび図２Ｂに、ＵＥ１０２の一部であり得るキャリアアグリゲーション
動作ＲＦモジュール２００を示す。図２Ａに、キャリアアグリゲーションモードにあるＲ
Ｆモジュール２００を示し、一方、図２Ｂに、２つの異なる信号をアグリゲートすること
なしにそれらの信号タイプを受信するためのモードにあるＲＦモジュール２００を示す。
ＲＦモジュール２００は、他の構成要素の中でも、コントローラ２０１と、ベースバンド
プロセッサ２１３と、ラジオ２１７と、ラジオ２２１とを含み得る。コントローラ２０１
は、限定はしないが、制御信号経路２０２、制御信号経路２０５、および制御信号経路２
０７などの少なくとも３つの制御信号経路を有し得る。
【００３１】
　[0038]図２Ａに示すキャリアアグリゲーションモードでは、コントローラ２０１は、第
１のタイプの信号を受信するようにラジオ２１７とラジオ２２１とを制御するために、（
制御信号経路２０５および制御信号経路２０７）上で制御信号を送り得る。他の実施形態
では、ラジオ２１７および２２１は、限定はしないが、ベースバンドプロセッサ２１３ま
たはＵＥ１０２上の別のプロセッサを実行しているＵＥ１０２上のソフトウェアなど、Ｕ
Ｅ１０２中の別の構成要素によって制御され得る。様々な実施形態では、制御信号経路２
０５上の制御信号と制御信号経路２０７上の制御信号とは、第１のタイプの信号を受信す
るために、ラジオ２１７および２２１内のフィルタを設定する。
【００３２】
　[0039]ベースバンドプロセッサ２１３は、コントローラ２０１に、それが第１のタイプ
の信号を受信していることを通知し得、コントローラ２０１は、ベースバンドプロセッサ
２１３に、制御信号経路２０２を介して第１のタイプの信号を受信するようにフィルタが
設定されることを通知し得る。図２Ａでは、ベースバンドプロセッサ２１３は、それぞれ
、ラジオ２１７およびラジオ２２１から２つの信号を、１つは信号経路２０９上で他方は
信号経路２１１上で受信するように構成され得る。図２Ａ中の両方の信号経路２０９およ
び２１１は、第１のタイプの信号（たとえば、ＷＷＡＮ信号）を搬送する。信号経路２０
９および２１１から２つの信号を受信した後に、ベースバンドプロセッサ２１３は、キャ
リアアグリゲーションを実行し得る。たとえば、信号経路２０９上の信号は、５ＭＨｚ幅
であり得、信号経路２１１上の信号は、５ＭＨｚ幅であり得る。上記の例では、ベースバ
ンドプロセッサ２１３は、ＵＥ１０２が１０ＭＨｚの信号を受信することを可能にするた
めに信号経路２０９および２１１上の２つの信号をアグリゲートし得る。
【００３３】
　[0040]いくつかの実施形態では、キャリアが連続する１０ＭＨｚ帯域を得ることができ
ないことがあるので、ラジオ２１７および２２１は、２つの異なる帯域に同調させられ得
る。たとえば、ＬＴＥ信号は、限定はしないが、７００ＭＨｚ、８００ＭＨｚ、１９００
ＭＨｚ、２．３ＧＨｚ、および２．６ＧＨｚの帯域を含む、複数の異なる帯域にあり得る
。したがって、その例示的な実施形態では、ラジオ２１７は、たとえば、７００ＭＨｚで
ＬＴＥ信号を受信し得、信号は、５ＭＨｚ幅であり得、一方、ラジオ２２１は、１９００
ＭＨｚで別のＬＴＥ信号を受信し、それはやはり５ＭＨｚ幅である。ベースバンドプロセ
ッサ２１３によって実行されるキャリアアグリゲーションにより、キャリアは、ＵＥ１０
２に１０ＭＨｚ信号を与えることが可能になる。ＬＴＥ信号について、上記で説明したが
、他の信号タイプ（限定はしないが、たとえば、ＷＷＡＮ、ＷＣＤＭＡ）が同様の方法で
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ベースバンドプロセッサ２１３によってアグリゲートされ得る。
【００３４】
　[0041]キャリアアグリゲーションモードで動作する間に、ＵＥ１０２は、ＷＬＡＮ信号
が利用可能であり、ＵＥ１０２がＷＬＡＮ信号に接続することを選好し得ると決定し得る
。概して、ＷＬＡＮ信号は、いくつかの状況では、より速いデータ転送速度とより速いス
ループットとを与えることができ、ＵＥ１０２のユーザにとってコストがより低くなる。
しかしながら、上記で説明したように、ＵＥ１０２は、ＷＬＡＮアンテナおよびトランシ
ーバアセンブリを含む必要はない。
【００３５】
　[0042]図２Ｂに、２つの異なるタイプの信号を受信するためのモードにあるＲＦモジュ
ール２００を示す。図２Ｂ中のモジュール２００は、ＲＦモジュール２００が同じく第１
の信号タイプ（たとえば、限定はしないがＷＷＡＮ）を受信し続ける間に第２の信号タイ
プ（たとえば、限定はしないがＷＬＡＮ）を受信するように構成され得る。ＷＬＡＮ信号
をルーチン的に走査した後に、ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２にとってアクセス可能であるＷ
ＬＡＮ信号を検出し得る。それに応答して、ＵＥ１０２は、ＥＰＣとネゴシエートした後
に、ＷＬＡＮ受信モードに切り替えるためにコントローラ２０１に信号を送り得る。ＷＬ
ＡＮ信号を受信すると、コントローラ２０１は、図２Ａにおいてラジオ２１７および２２
１が受信していたＷＷＡＮ信号の代わりにＷＬＡＮ信号を受信するようにラジオ２１７ま
たは２２１のうちの少なくとも１つのトランシーバが切り替えられ得ると決定する。した
がって、この例示的な実施形態では、コントローラ２０１は、ラジオ２１７がＷＬＡＮ信
号を受信し始めると決定し得る。
【００３６】
　[0043]図２Ｂのモードでは、コントローラ２０１は、ラジオ２１７中のフィルタの特性
を変更するために信号経路２０５上で信号を送るように構成されるか、またはコントロー
ラ２０１は、ラジオ２１７がＷＬＡＮ周波数以外の周波数をフィルタ処理して除去するこ
とになるようにラジオ２１７中で異なるフィルタを選定し得る。コントローラ２０１はま
た、ベースバンドプロセッサ２１３がＷＬＡＮ信号を処理することになるように信号経路
２０２上でベースバンドプロセッサ２１３に信号を送り得る。したがって、ベースバンド
プロセッサ２１３は、コントローラ２０１から受信された制御信号に基づいてＷＷＡＮ信
号とＷＬＡＮ信号との両方を処理するように構成される。ラジオ２１７がＷＬＡＮ信号を
受信するように切り替えられるが、ラジオ２２１は、図２ＢにおいてＷＷＡＮ信号を受信
し続け得る。さらに、ラジオ２１７およびラジオ２２１が異なるタイプの信号（たとえば
、１つのＷＷＡＮ信号と１つのＷＬＡＮ信号と）を受信しているので、ベースバンドプロ
セスは、それらの信号に対してキャリアアグリゲーションを実行していない。代わりに、
ＵＥ１０２は、ラジオ２１７および２２１のうちの１つを使用することによってＷＬＡＮ
信号を受信することが可能であり、その各々が、ＷＷＡＮ信号および／またはＷＬＡＮ信
号を同時に受信するように構成可能である。
【００３７】
　[0044]図３は、図１～図２Ｂにおいて開示したシステムによって実行され得るワイヤレ
ス通信の方法３００のフローチャートである。方法３００は、（たとえば、図２Ａの場合
のように）キャリアアグリゲーションモードで最初に動作しているＵＥ１０２を対象とし
、ここで、２つ以上のトランシーバまたはラジオは、同じ信号タイプの２つの異なる周波
数に同調させられる。２つ以上のトランシーバによって受信される２つ以上の信号は、図
２Ａに関して上記で説明したように、ＵＥ１０２が高いデータ転送速度を実現することを
可能にするためにアグリゲートされる。ステップ３０１において、ＵＥ１０２は、第１の
ラジオと第２のラジオとから受信された（同じ信号タイプの）２つの信号のキャリアアグ
リゲーションを実行し得る。
【００３８】
　[0045]ステップ３０３において、ＵＥ１０２は、第２のタイプの信号がＵＥ１０２にと
ってアクセス可能であることを検出する。たとえば、ＵＥ１０２は、ＷＬＡＮ信号のため
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の適切な周波数を周期的に走査するように構成され得、ＷＬＡＮ信号を検出すると、ＵＥ
１０２はまた、ＵＥ１０２が、ＷＬＡＮ信号を認証し、ＷＬＡＮ信号を受信することが可
能であると決定し得る。ＵＥはＥＰＣに、ＷＬＡＮ信号が検出され、ＵＥがＷＬＡＮネッ
トワーク１５０に接続したいと望むことを通知する。他の実施形態では、ＵＥ１０２は、
ＷＬＡＮ信号を検出し、ＷＬＡＮ信号のための認証プロセスを始めるためにユーザから入
力を受信し得る。
【００３９】
　[0046]次に、ステップ３０５において、コントローラ２０１は、他のラジオが第１のタ
イプの信号を受信し続ける間に第２のタイプの信号を受信するようにＵＥ１０２中のラジ
オのうちの少なくとも１つを切り替える。図２Ｂに関して上記で説明したように、少なく
とも１つのラジオを切り替えることは、ラジオ内のフィルタの特性を変更すること（たと
えば、一実施形態では周波数を変更すること）を含む。代替的に、または追加として、図
４および図６中で以下でより詳細に説明するように、少なくとも１つのラジオを切り替え
ることは、ＷＬＡＮ信号がＷＷＡＮ構成要素のうちのいくつかをバイパスすることを可能
にする信号経路を作成するために１つまたは複数のスイッチをアクティブ化することを含
み得る。
【００４０】
　[0047]図４は、ＵＥ１０２において使用され得るトランシーバアセンブリ４００の一例
の概略図である。図４は、ダイバーシティ合成を用いるＦＤＤ（周波数分割複信）キャリ
アアグリゲーショントランシーバの実装形態である。他の実施形態では、ダイバーシティ
合成を用いるＴＤＤキャリアアグリゲーショントランシーバは、第２の信号を送信／受信
するように変更され得る。ＴＤＤキャリアアグリゲーショントランシーバ中のフィルタの
うちの１つは、第２のタイプの信号に関連する周波数を受信するように制御され得、トラ
ンシーバ内の他の構成要素は、第１のタイプの信号または第２のタイプの信号のいずれか
を処理するように構成され得る。図４に、ダイバーシティ合成を用いて動作する合成ＷＷ
ＡＮおよびＷＬＡＮトランシーバアセンブリ４００を示す。トランシーバアセンブリ４０
０は、図２Ａおよび図２Ｂに示したラジオなどの２つのラジオを有する。トランシーバア
センブリ４００中の第１のラジオは、トランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａの組合せであ
る。トランシーバアセンブリ４００中の第２のラジオは、トランシーバ４０１Ｂおよび４
６０Ｂの組合せである。図４に示すように、トランシーバ４６０Ａおよびトランシーバ４
６０Ｂは、ダイバーシティトランシーバとして使用される。たとえば、トランシーバ４０
１Ａは、１次トランシーバであり得、トランシーバ４６０Ａは、ダイバーシティトランシ
ーバであり得、トランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａの両方は、１つのラジオを形成する
。同様に、トランシーバ４０１Ｂは、１次トランシーバであり得、トランシーバ４６０Ｂ
は、ダイバーシティトランシーバであり得、トランシーバ４０１Ｂおよび４６０Ｂの両方
は、１つのラジオを形成する。ダイバーシティ構成を与えるために使用されるアンテナま
たはラジオは、同じ物理的なハウジング中にある、および／または同じロケーションの２
つの別個であるが等しいアンテナを含み得る。ダイバーシティアンテナは、ラジオからお
よび互いに物理的に分離され得、したがって、一方は、もう一方より遭遇するマルチパス
伝搬効果が少なくなる。
【００４１】
　[0048]図４では、図を簡略化するために、限定はしないが、ＡＧＣ（自動利得制御）、
Ａ／Ｄ（アナログデジタル変換器）、Ｄ／Ａ（デジタルアナログ変換器）、デジタルフィ
ルタ、および様々な他の構成要素などの他の構成要素を図示していない。上述の構成要素
および様々な他の構成要素は、トランシーバアセンブリの一部であり得る。たとえば、ト
ランシーバの受信部分において、フィルタは、ミキサ／ローカル発振器に信号を出力する
ために接続される低雑音増幅器に信号を出力するために接続され得る。ミキサ／局部発振
器は、信号をダウンコンバートし得、ベースバンドプロセッサに信号を出力するために接
続される。同様に、トランシーバの送信部分において、ベースバンドプロセッサは、信号
をアップコンバートするミキサ／ローカル発振器に信号を出力するために接続され得る。
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ミキサ／局部発振器は、フィルタに信号を出力するために接続される電力増幅器に信号を
出力するために接続される。いくつかの実施形態では、ＷＷＡＮ信号とＷＬＡＮ信号との
両方を処理することが可能であるフロントエンド構成要素は、本明細書の図２Ａ、図２Ｂ
、図４、図６、図８および図１０中で説明するトランシーバアセンブリの一部となるであ
ろう。
【００４２】
　[0049]再び図４を参照すると、トランシーバアセンブリ４００は、電子的構成要素の中
でも、トランシーバ４０１Ａと、トランシーバ４０１Ｂと、ベースバンドプロセッサ４５
０と、トランシーバ４６０Ａと、トランシーバ４６０Ｂと、コントローラ４１０とを含む
。トランシーバアセンブリ４００は、図示していない複数の他の電気的構成要素を含み得
る。上記で説明したように、トランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａは、第１のラジオを構
成し、一方、トランシーバ４０１Ｂおよび４６０Ｂは、第２のラジオを構成する。いくつ
かの実施形態では、各トランシーバ内の回路は同一である。しかしながら、他の実施形態
では、トランシーバ４０１Ａおよび４６０Ｂは、トランシーバ４０１Ｂおよび４６０Ｂに
よって受信される制御信号のセットと比較して、コントローラ４１０から制御信号の異な
るセットを受信するように構成され得る。
【００４３】
　[0050]トランシーバ４０１Ａおよび４０１Ｂの各々は、限定はしないが、アンテナ４０
２Ａおよび４０２Ｃ、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａおよび４０３Ｃ、デュプレク
サ４０４Ａおよび４０４Ｃ、ＴＤＤスイッチ４０５Ａおよび４０５Ｃ、スイッチ４０６Ａ
および４０６Ｃ、スイッチ４０７Ａおよび４０７Ｃ、フィルタ４０８Ａおよび４０８Ｃ、
フィルタ４０９Ａおよび４０９Ｃ、ＬＮＡ（低雑音増幅器）４１０Ａ、ＬＮＡ４１０Ｃ、
ＰＡ（電力増幅器）４１１Ａ、ＰＡ４１１Ｃ、ミキサ／ＬＯ４１２Ａ、ミキサ／ＬＯ４１
２Ｃ、ミキサ／ＬＯ４１３Ａならびにミキサ／ＬＯ４１３Ｃなどの複数の構成要素を備え
る。上記でより詳細に説明したように、トランシーバ４０１Ａおよび４０１Ｂはまた、２
つの異なるタイプの信号を扱うように構成された他の構成要素を含み得る。
【００４４】
　[0051]アンテナ４０２Ａ、４０２Ｂ、４０２Ｃ、および４０２Ｄは、様々なタイプのワ
イヤレス信号を送信または受信するように構成される。アンテナ４０２Ａ、４０２Ｂ、４
０２Ｃ、および４０２Ｄは、それぞれ、信号経路４４１Ａ、４４１Ｂ、４４１Ｃ、および
４４１Ｄとの間で信号を送信または受信し得る。いくつかの実施形態では、アンテナ４０
２Ａ、４０２Ｂ、４０２Ｃ、および４０２Ｄは、ＷＷＡＮ信号およびＷＬＡＮ信号を送信
／受信するように構成され得る。いくつかの実施形態では、ダイバーシティアンテナ４０
２Ｂは、ＵＥ１０２内のアンテナ４０２Ａから離れて好適な距離に配置されるかまたはそ
れから離れて分離され得る。同様に、いくつかの実施形態では、ダイバーシティアンテナ
４０２Ｄは、ＵＥ１０２内のアンテナ４０２Ｃから離れて配置され得る。
【００４５】
　[0052]いくつかの実施形態では、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａ、４０３Ｂ、４
０３Ｃ、および４０３Ｄは、単極双投スイッチであり得る。他の実施形態では、ＷＷＡＮ
／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａ、４０３Ｂ、４０３Ｃ、および４０３Ｄは、異なるタイプの
スイッチまたはスイッチング機構であり得る。ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａ、４
０３Ｂ、４０３Ｃ、および４０３Ｄは、１つの極を２つのスローのうちのいずれか１つに
接続する任意のタイプのスイッチング回路によって実装され得る。図４中に示すように、
スイッチごとに単一の極がそれのそれぞれのアンテナに接続され得る。各スイッチの第１
のスローは、ＷＷＡＮ信号のためのデュプレクサ４０４Ａ、４０４Ｂ、４０４Ｃおよび４
０４Ｄに接続され得る。各スイッチの第２のスローは、ＷＬＡＮ信号のためのＴＤＤスイ
ッチ４０５Ａ、４０５Ｂ、４０５Ｃ、および４０５Ｄに接続され得る。ＷＷＡＮ／ＷＬＡ
Ｎスイッチ４０３Ａ、４０３Ｂ、４０３Ｃ、および４０３Ｄの各々は、それぞれの制御信
号４２０Ｅまたは４２１Ｅのうちの１つによって制御され得る。コントローラ４１０が、
ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａおよび４０３Ｂに制御信号４２０Ｅを送ると、ＷＷ
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ＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａおよび４０３Ｂは、第１のスロー（たとえばデュプレク
サ４０４Ａ）から第２のスロー（たとえば、ＴＤＤスイッチ４０５Ａ）に切り替わる。コ
ントローラ４１０は、ＷＷＡＮ信号またはＷＬＡＮ信号のいずれかを送信／受信するため
に関連するラジオのうちの１つを使用するために、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａ
および４０３ＢにまたはＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ｃおよび４０３Ｄに信号を送
り得る。
【００４６】
　[0053]ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａは、信号経路４４１Ａを介してアンテナ４
０２Ａから信号を送信または受信し得る。いくつかの実施形態では、制御信号４２０Ｅに
応じて、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａは、ＷＷＡＮ信号またはＷＬＡＮ信号のい
ずれかを送信または受信し得る。ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３ＡがＷＷＡＮ信号を
受信するとき、信号は、信号経路４３８Ａを介してデュプレクサ４０４Ａに送信される。
他の実施形態では、ＷＷＡＮ信号は、デュプレクサ４０４Ａから信号経路４３８Ａを通し
てＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａに、そしてＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａ
からアンテナ４０２Ａに送信され得る。
【００４７】
　[0054]いくつかの実施形態では、制御信号４２０Ｅは、ＷＬＡＮ信号を受信または送信
するようにＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａを切り替える。ＷＬＡＮ信号は、信号経
路４４１Ａを介してアンテナ４０２Ａとの間で送信または受信され得る。ＷＬＡＮ信号を
受信した後に、スイッチＷＷＡＮ／ＷＬＡＮ４０３Ａは、ＴＤＤスイッチ４０５ＡにＷＬ
ＡＮ信号を送る。ＷＬＡＮ信号は、ＷＬＡＮ信号がＴＤＤスイッチ４０５から受信された
後にＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａによって送信され得る。さらに、送信のために
ＷＬＡＮ信号を受信した後に、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ４０３Ａは、信号経路４４１
Ａを介してアンテナ４０２Ａに信号を与える。
【００４８】
　[0055]デュプレクサ４０４Ａは、ＷＷＡＮ信号を受信するためのスイッチ４０６Ａに接
続され、デュプレクサ４０４Ａは、ＷＷＡＮ信号を送信するためのスイッチ４０７Ａに接
続される。デュプレクサ４０４Ａは、信号経路４３７Ａを通してスイッチ４０７Ａから信
号を受信し得、デュプレクサ４０４Ａは、信号経路４３４Ａを通してスイッチ４０６Ａに
信号を送り得る。デュプレクサ４０４Ａと同様に、デュプレクサ４０４Ｂ、４０４Ｃ、お
よび４０４Ｄは、それぞれ、スイッチ４０６Ｂ、４０６Ｃ、および４０６Ｄに接続され、
デュプレクサ４０４Ｂ、４０４Ｃ、および４０４Ｄは、それぞれ、スイッチ４０７Ｂ、４
０７Ｃ、および４０７Ｄに接続される。デュプレクサ４０４Ｂ、４０４Ｃ、および４０４
Ｄは、それぞれ、信号経路４３４Ｂ、４３４Ｃ、および４３４Ｄを通してスイッチ４０６
Ｂ、４０６Ｃ、および４０６Ｄに信号を送り得る。様々な実施形態では、１つまたは複数
のトランシーバ４０１Ａ、４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０ＢがＷＷＡＮ信号を送信ま
たは受信しているときに信号を送信または受信するために、１つまたは複数のデュプレク
サ４０４Ａ、４０４Ｂ、４０４Ｃおよび４０４Ｄが使用される。他の実施形態では、１つ
または複数のトランシーバ４０１Ａ、４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０ＢがＷＬＡＮ信
号を送信または受信しているときに信号を送信または受信するために、１つまたは複数の
ＴＤＤスイッチ４０５Ａ、４０５Ｂ、４０５Ｃ、および４０５Ｄが使用される。
【００４９】
　[0056]ＴＤＤスイッチ４０５Ａ、４０５Ｂ、４０５Ｃ、および４０５Ｄは、時分割複信
で動作し、したがって、アップリンクが、同じ周波数帯域中での異なるタイムスロットの
割当てによってダウンリンクから分離される。いくつかの実施形態では、トランシーバ４
０１Ａ、４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０ＢがＷＬＡＮ信号を送信または受信するよう
に構成されるとき、ＷＬＡＮ信号を処理するためにＴＤＤスイッチ４０５Ａ、４０５Ｂ、
４０５Ｃ、および４０５Ｄが使用される。様々な実施形態では、ＴＤＤスイッチ４０５Ａ
、４０５Ｂ、４０５Ｃ、および４０５Ｄは、単極双投スイッチである。
【００５０】
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　[0057]様々な実施形態では、スイッチ４０６Ａは、単極双投スイッチであり得る。スイ
ッチ４０６Ａの極は、信号経路４３２Ａを介してスイッチ４０６Ａに接続されるフィルタ
４０８Ａに接続される。スイッチ４０６Ａの第１のスローは、信号経路４３４Ａを介して
デュプレクサ４０４Ａから接続される。スイッチ４０６Ａの第２のスローは、信号経路４
３８Ａを介してＴＤＤスイッチ４０５Ａから接続される。スイッチ４０６Ａは、コントロ
ーラ４１０から制御信号４２０Ｃを受信し得る。スイッチ４０６Ｂは、トランシーバ４６
０Ａ中の同様の構成要素にスイッチ４０６Ａと同様の方法で接続され得る。たとえば、ス
イッチ４０６Ｂは、信号経路４３４Ｂおよび４３８Ｂ、制御信号経路４２０上で信号を受
信し、信号経路４３２Ｂ上で信号を送信し得る。
【００５１】
　[0058]トランシーバ４０１Ｂのスイッチ４０６Ｃは、信号経路４３２Ｃを介してフィル
タ４０８Ｃに１つまたは複数の信号を送り、コントローラ４１０から制御信号４２１Ｃを
受信し得る。制御信号４２１Ｃは、スイッチ４０６Ｃが極にどのスローを接続するかを決
定する。スイッチ４０６Ｃは、信号経路４３８Ｃおよび信号経路４３４Ｃ上で信号を受信
し得る。同様に、スイッチ４０６Ｄは、信号４３４Ｄと制御信号４２１Ｃとを受信する。
スイッチ４０６Ｄは、信号経路４３２Ｄを介してフィルタ４０８Ｄに信号を送る。またス
イッチ４０６Ｄは、信号経路４３８Ｄを介してＴＤＤスイッチ４０５Ｄから信号を受信す
る。制御信号４２１Ａ、４２１Ｂ、４２１Ｃ、および４２１Ｄは、スイッチ４０６Ａ、４
０６Ｂ、４０６Ｂ、および４０６Ｄによって極に接続されるスローを決定する。
【００５２】
　[0059]様々な実施形態では、スイッチ４０７Ａは、単極双投スイッチであり得る。スイ
ッチ４０７Ａの極は、信号経路４３３Ａを介してスイッチ４０７Ａに接続されるフィルタ
４０９Ａに接続される。スイッチ４０７Ａの第１のスローは、信号経路４３７Ａを介して
デュプレクサ４０４Ａに接続される。スイッチ４０７Ａの第２のスローは、信号経路４３
５Ａを介してＴＤＤスイッチ４０５Ａに接続される。スイッチ４０７Ａはまた、コントロ
ーラ４１０から制御信号４２０Ｄを受信し得る。スイッチ４０７Ｂは、トランシーバ４６
０Ａ中の同様の構成要素にスイッチ４０７Ａと同様の方法で接続され得る。たとえば、ス
イッチ４０７Ｂは、信号経路４３３Ａ、制御信号経路４２０Ｄ上で信号を受信し、信号経
路４３５Ｂおよび４３７Ｂ上で信号を送信し得る。
【００５３】
　[0060]トランシーバ４０１Ｂのスイッチ４０７Ｃは、信号経路４３３Ｃを介してフィル
タ４０９Ｃから信号を受信し、コントローラ４１０から制御信号４２１Ｄを受信し得る。
スイッチ４０７Ｃは、信号経路４３７Ｃおよび信号経路４３５Ｃ上で信号を送り得る。同
様に、スイッチ４０７Ｄは、信号４３３Ｄと制御信号４２１Ｄとを受信する。スイッチ４
０７Ｄは、信号経路４３７Ｄを介してデュプレクサ４０４Ｄに、信号経路４３５Ｄを介し
てＴＤＤスイッチ４０５Ｄに信号を送り得る。
【００５４】
　[0061]フィルタ４０８Ａは、様々な中心周波数にあり、ある帯域幅をもつ信号を処理す
ることを可能にするように構成された１つまたは複数のフィルタ（たとえば、複数のフィ
ルタのバンク）を備え得る。様々な実施形態では、フィルタ４０８Ａは、他の信号（たと
えば、ジャミングまたは干渉信号）を除去し得る。フィルタ４０８Ａは、信号経路４３２
Ａを介してスイッチ４０６Ａから信号を受信し、制御信号４２０Ａを受信し得る。フィル
タ４０８Ａは、受信された信号を処理し、ベースバンドプロセッサ４５０に対して信号経
路４３０Ａを介して信号を送り得る。上述のように、フィルタ４０８Ａとベースバンドプ
ロセッサ４５０との間に他の電気的構成要素があり得る。電気的構成要素は、ミキサ／Ｌ
Ｏ４１２Ａ、ＬＮＡ４１０Ａ、ダウンコンバータなどを含み得る。フィルタ４０８Ａは、
コントローラ４１０から制御信号４２０Ａを受信し得る。制御信号４２０Ａは、第１のタ
イプの信号を受信することから第２のタイプの信号を受信することを行うようにトランシ
ーバ４０１Ａを切り替えるために、フィルタ４０８Ａ中のフィルタのバンク内のフィルタ
を選択し得る。制御信号４２０Ａはまた、第２のタイプの信号が利用不可能であるかまた
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は検出されないとき、第１のタイプの信号を受信し処理することに切り替えて戻るように
フィルタ４０８Ａを制御し得る。他の実施形態では、制御信号４２０Ａは、フィルタ４０
８Ａの特性（中心周波数、帯域幅、振幅および位相応答など）を変更し得る。
【００５５】
　[0062]フィルタ４０９Ａは、信号経路４３１Ａ、ミキサ／ＬＯ４１３ＡおよびＰＡ４１
１Ａを介してベースバンドプロセッサ４５０から信号を受信し得る。フィルタ４０９Ａは
、コントローラ４１０から制御信号４２０Ｂを受信し得る。制御信号４２０Ｂは、スイッ
チ４０７Ａにフィルタ処理された信号を送るようにフィルタ４０９Ａを構成し得る。フィ
ルタ４０９Ａは、複数のフィルタのバンクを備え得、制御信号は、フィルタ４０９Ａ内の
フィルタのうちの１つを選択し得る。フィルタ４０９Ｂは、信号４３１Ｂと制御信号４２
０Ｂとを受信し得る。フィルタ４０９Ｂは、スイッチ４０７Ｂに信号経路４３３Ｂを介し
て送信されるべき信号を与え得る。フィルタ４０９Ｃは、信号４３１Ｃと制御信号４２１
Ｂとを受信し得、それに応答して、スイッチ４０７Ｃに信号経路４３３Ｃを介して送信さ
れるべき信号を与え得る。フィルタ４０９Ｃは、信号４３１Ｄと制御信号４２１Ｂとを受
信し得る。フィルタ４０９Ｄは、スイッチ４０７Ｄに信号経路４３３Ｄを介して送信され
るべき信号を与え得る。他の実施形態では、制御信号４２０Ｂは、フィルタ４０９Ａの特
性（中心周波数、帯域幅、振幅および位相応答など）を変更し得る。
【００５６】
　[0063]ＬＮＡ４１０Ａは、フィルタ４０８Ａから信号を受信する。ＬＮＡ４１０Ａは、
受信された信号を増幅する低雑音増幅器である。いくつかの実施形態では、ＬＮＡ４１０
Ａは、トランシーバ４０１Ａ中の他の構成要素からの信号に注入されていることがある雑
音の効果を補償する。様々な実施形態では、ＬＮＡ４１０Ａは、異なるタイプの信号を受
信し増幅するように構成され得る。たとえば、ＬＮＡ４１０Ａは、フィルタ４０８Ａによ
ってフィルタ処理された信号のタイプに基づいて、第１のタイプの信号（たとえば、ＷＷ
ＡＮ）または第２のタイプの信号（たとえば、ＷＬＡＮ）を受信し得る。いくつかの実施
形態では、フィルタ４０８Ａからの信号は、どのタイプの信号が処理されているのかをＬ
ＮＡ４１０Ａに通知し得、ＬＮＡ４１０Ａは、受信されているそのタイプの信号を増幅す
るようにそれの増幅特性を調整し得る。様々な実施形態では、ＬＮＡ４１０Ａは、処理さ
れている信号のタイプに関してＬＮＡ４１０Ａに通知する、コントローラ４１０からの制
御信号を受信し得る。ＬＮＡ４１０Ｂ、ＬＮＡ４１０Ｃ、およびＬＮＡ４１０Ｄはそれぞ
れ、それぞれ、フィルタ４０８Ｂ、４０８Ｃ、および４０８Ｄから信号を受信する。ＬＮ
Ａ４１０Ｂ、ＬＮＡ４１０ＣおよびＬＮＡ４１０Ｄはそれぞれ、ＬＮＡ４１０Ａと同様の
機能を実行する。様々な実施形態では、ＬＮＡ４１０Ｂは、フィルタ４０８Ｂから信号を
受信し、ミキサ／ＬＯ４１２Ｂに信号を送る。ＬＮＡ４１０Ｃは、フィルタ４０８Ｃから
信号を受信し、ミキサ／ＬＯ４１２Ｃに信号を送る。ＬＮＡ４１０Ｄは、フィルタ４０８
Ｄから信号を受信し、ミキサ／ＬＯ４１２Ｄに信号を送る。ＰＡ４１１Ａは、ミキサ／Ｌ
Ｏ４１３Ａから信号を受信し得る。ＰＡ４１１Ａは、ミキサ／ＬＯ４１３Ａから受信され
た信号を増幅するために使用される低雑音増幅器であり得る。ＰＡ４１１Ａは、フィルタ
４０９Ａに増幅された信号を送信する。様々な実施形態では、ＰＡ４１１Ａは、異なるタ
イプの信号を受信し増幅するように構成され得る。たとえば、ＰＡ４１１Ａは、ミキサ／
ＬＯ４１３Ａによって送られた信号のタイプに基づいて、第１のタイプの信号（たとえば
、ＷＷＡＮ）または第２のタイプの信号（たとえば、ＷＬＡＮ）を受信し得る。いくつか
の実施形態では、ミキサ／ＬＯ４１３Ａからの信号は、どのタイプの信号が処理されてい
るのかをＰＡ４１１Ａに通知し得、ＬＮＡ４１１Ａは、受信されたそのタイプの信号を増
幅するようにそれの増幅特性を調整し得る。様々な実施形態では、ＰＡ４１１Ａは、処理
されている信号のタイプに関してＰＡ４１１Ａに通知する、コントローラ４１０からの制
御信号を受信し得る。ＰＡ４１１Ｂ、ＰＡ４１１Ｃ、およびＰＡ４１１Ｄはそれぞれ、そ
れぞれ、ミキサ／ＬＯ４１３Ｂ、４１３Ｃ、および４１３Ｄから信号を受信する。ＰＡ４
１１Ｂ、ＰＡ４１１ＣおよびＰＡ４１１Ｄはそれぞれ、ＰＡ４１１Ａと同様の機能を実行
する。様々な実施形態では、ＰＡ４１１Ｂは、ミキサ／ＬＯ４１３Ｂから信号を受信し、
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フィルタ４０９Ｂに信号を送る。様々な実施形態では、ＬＮＡ４１１Ｃは、ミキサ／ＬＯ
４１３Ｃから信号を受信し、フィルタ４０９Ｃに信号を送る。様々な実施形態では、ＬＮ
Ａ４１１Ｄは、ミキサ／ＬＯ４１３Ｄから信号を受信し、フィルタ４０９Ｄに信号を送る
。
【００５７】
　[0064]ミキサ／ＬＯ４１２Ａは、ＬＮＡ４１０ＡからのＲＦ信号をダウンコンバートし
、ベースバンドプロセッサ４５０にＲＦ信号を送る。ミキサ／ＬＯ４１２Ａは、以下で詳
細に説明する（限定はしないが、デュアルモード動作などの）マルチモード動作のために
構成され得る。ミキサデバイスは、異なる通信規格およびプロトコルに適応するように（
動作モードを変更することによって）選択的に適応することができる。ミキサ／ＬＯ４１
２Ａは、ＬＮＡ４１０Ａからの出力を局部発振器（ＬＯ）からの出力と混合し、ダウンコ
ンバートする。様々な実施形態では、制御信号４２０Ａは、ミキサ／ＬＯ４１２Ａに与え
られ得る。コントローラ４１０からの制御信号は、ミキサ／ＬＯ４１２Ａ内の適切なロー
カル発振周波数またはミキサ特性を選定し得る。ミキサ／ＬＯ４１２Ａは、複数の異なる
タイプの信号を混合し、複数の異なるタイプの信号をダウンコンバートするように構成さ
れ得る。たとえば、ミキサ／ＬＯ４１２Ａは、特定の時間期間内にＷＷＡＮ信号を処理し
得る。別の時間期間中に、ミキサ／ＬＯ４１２Ａは、ＷＬＡＮ信号を処理し得る。処理さ
れている信号のタイプに関する決定は、トランシーバ４０１Ａの動作可能なモードに依存
し得る。ミキサ／ＬＯ４１２Ｂ、ミキサ／ＬＯ４１２Ｃ、およびミキサ／ＬＯ４１２Ｄは
、ミキサ／ＬＯ４１２Ａと同様の方法で動作し得る（すなわち、受信された信号を混合し
、ダウンコンバートする）。いくつかの実施形態では、ミキサ／ＬＯ４１２Ｃおよびミキ
サ／ＬＯ４１２Ｄは、ミキサ／ＬＯ４１２Ａおよびミキサ／ＬＯ４１２Ｂとは異なるタイ
プの信号を受信し得る。ミキサ／ＬＯ４１２Ｂは、ＬＮＡ４１０Ｂからの信号をダウンコ
ンバートし、ベースバンドプロセッサ４５０に信号を送り得る。ミキサ／ＬＯ４１２Ｃは
、ＬＮＡ４１０Ｃからの信号をダウンコンバートし、ベースバンドプロセッサ４５０に信
号を送り得る。ミキサ／ＬＯ４１２Ｄは、ＬＮＡ４１０Ｄからの信号をダウンコンバート
し、ベースバンドプロセッサ４５０に信号を送り得る。
【００５８】
　[0065]ミキサ／ＬＯ４１３Ａは、ベースバンドプロセッサ４５０からの信号をアップコ
ンバートし、ＰＡ４１１Ａにアップコンバートされた信号を送る。ミキサ／ＬＯ４１３Ａ
は、以下で詳細に説明する（限定はしないが、デュアルモード動作などの）マルチモード
動作のために構成され得る。ミキサ／ＬＯ４１３Ａは、異なる通信規格およびプロトコル
（たとえば、ＷＷＡＮまたはＷＬＡＮ）に適応するように（動作モードを変更することに
よって）選択的に適応することができる。ミキサ／ＬＯ４１３Ａは、ベースバンドプロセ
ッサ４５０からの出力を局部発振器（ＬＯ）からの出力と混合し、アップコンバートする
。様々な実施形態では、制御信号４２０Ｂは、ミキサ／ＬＯ４１３Ａに与えられ得る。コ
ントローラ４１０からの制御信号は、受信された信号を処理するためにミキサ／ＬＯ４１
３Ａ内の適切なローカル発振周波数またはミキサ特性を選定し得る。ミキサ／ＬＯ４１３
Ａは、複数の異なるタイプの信号を混合し、アップコンバートするように構成され得る。
たとえば、ミキサ／ＬＯ４１３Ａは、ある時間期間内にＷＷＡＮ信号を処理し得る。別の
時間期間中に、ミキサ／ＬＯ４１３Ａは、ＷＬＡＮ信号を処理し得る。処理される信号の
タイプの決定は、トランシーバ４０１Ａの動作可能なモードに依存し得る。ミキサ／ＬＯ
４１３Ｂ、ミキサ／ＬＯ４１３Ｃ、およびミキサ／ＬＯ４１３Ｄは、ミキサ／ＬＯ４１２
Ａと同様の方法で動作し得る。ミキサ／ＬＯ４１３Ｂは、ベースバンドプロセッサ４５０
からの信号をアップコンバートし、ＰＡ４１１Ｂに信号を送り得る。ミキサ／ＬＯ４１３
Ｃは、ベースバンドプロセッサ４５０からの信号をアップコンバートし、ＰＡ４１１Ｃに
信号を送り得る。ミキサ／ＬＯ４１３Ｄは、ベースバンドプロセッサ４５０からの信号を
アップコンバートし、ＰＡ４１１Ｄに信号を送り得る。
【００５９】
　[0066]コントローラ４１０は、信号経路４２２を介してベースバンドプロセッサ４５０
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との間で信号を送信および受信し得る。コントローラ４１０は、トランシーバ４０１Ａ、
４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０Ｂの様々な構成要素を制御する制御信号４２０Ａ、４
２０Ｂ、４２０Ｃ、４２０Ｄ、４２０Ｅ、４２１Ａ、４２１Ｂ、４２１Ｃ、４２１Ｄ、お
よび４２１Ｅを与える。コントローラ４１０からの制御信号は、トランシーバが以前に受
信していた第１のタイプの信号とは異なる第２のタイプの信号を受信するための少なくと
も１つの信号経路を作成するようにトランシーバを制御する。
【００６０】
　[0067]ベースバンドプロセッサ４５０は、アナログ信号をデジタル信号に、デジタル信
号をアナログ信号に変換し得る。ベースバンドプロセッサ４５０は、信号処理を実行する
ように構成され、信号生成、変調、符号化、周波数シフト、デジタルフィルタ処理、およ
び信号送信などの無線制御機能を管理し得る。様々な実施形態では、ベースバンドプロセ
ッサ４５０は、図面を簡略化するためにここでは図示しないＩＦＦＴ（逆高速フーリエ変
換）と、Ｄ／Ａ（デジタルアナログ変換器）と、Ａ／Ｄ（アナログデジタル変換器）とを
含み得る。ベースバンドプロセッサ４５０は、図４に示すように、信号経路４２２上でコ
ントローラ４１０から信号を受信し、それぞれ、信号経路４３０Ａ、４３０Ｂ、４３０Ｃ
、および４３０Ｄを介してフィルタ４０８Ａ、４０８Ｂ、４０８Ｃ、および４０８Ｄから
信号を受信するように構成される。ベースバンドプロセッサ４５０は、信号経路４３１Ａ
、４３１Ｂ、４３１Ｃ、および４３１Ｄを使用してフィルタ４０９Ａ、４０９Ｂ、４０９
Ｃ、および４０９Ｄに信号を送るように構成される。いくつかの実施形態では、ベースバ
ンドプロセッサ４５０は、ＷＷＡＮ信号および／またはＷＬＡＮ信号の両方を受信し、処
理するように構成される。他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ４５０は、各トラ
ンシーバ４０１Ａ、４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０ＢからＷＷＡＮ信号を送信／受信
し得る。他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ４５０は、トランシーバ４０１Ｂお
よび４６０Ｂが第２のまたは異なるタイプの信号を送信／受信する間に、トランシーバ４
０１Ａおよび４６０Ａから第１のタイプの信号を送信／受信し得る。例示的な実施形態で
は、第１のタイプの信号はＷＷＡＮ信号であり、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信号であ
る。ベースバンドプロセッサ４５０は、両方のタイプの信号を同時に処理するように構成
され得る。他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ４５０は、トランシーバ４０１Ｂ
および４６０ＢがＷＬＡＮ信号を送信／受信し得る間に、トランシーバ４０１Ａおよび４
６０Ａとの間でＷＷＡＮ信号を送信／受信し得る。様々な実施形態では、ベースバンドプ
ロセッサ４５０は、コントローラ４１０から受信された入力に基づいてどの信号タイプを
処理すべきかを決定し得る。他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ４５０は、ＵＥ
１０２がアクセス可能なＷＬＡＮ信号を検出したので、ベースバンドプロセッサ４５０が
ＷＬＡＮ信号を受信し処理すべきであるとの信号をＵＥ１０２から受信し得る。ベースバ
ンドプロセッサ４５０は、ベースバンドプロセッサ４５０との間でＷＬＡＮ信号を送信／
受信するようにトランシーバを制御するためにトランシーバのうちの少なくとも１つに制
御信号を送るようにコントローラ４１０に通知するために信号経路４２２上で信号を送り
得る。
【００６１】
　[0068]図５は、図４中のシステムによって実施され得るワイヤレス通信の方法のフロー
チャートである。他の実施形態では、図５中の方法のフローチャートは、図１～図２Ｂ中
のシステムによって実施され得る。いくつかの実施形態では、ラジオは、トランシーバ４
０１Ｂおよび４６０Ｂが第２のラジオを作る間に少なくとも２つのアンテナトランシーバ
、すなわち、第１のラジオからのトランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａから成り立ち得る
。２つのトランシーバをもつラジオは、１つのトランシーバ（すなわち４０１Ａまたは４
０１Ｂ）を１次トランシーバとして使用し、他のトランシーバ（すなわち４６０Ａまたは
４６０Ｂ）をダイバーシティトランシーバとして使用し得る。ステップ５０１において、
トランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａ（第１のラジオ）は、第１のタイプのワイヤレス信
号を受信し、トランシーバ４０１Ｂおよび４６０Ｂ（第２のラジオ）はまた、第１のタイ
プのワイヤレス信号を受信する。ベースバンドプロセッサ４５０は、ステップ５０３にお
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いて、第１のラジオからの信号を第２のラジオからの信号とアグリゲートする。たとえば
、ラジオおよびベースバンドプロセッサ４５０は、ＵＥ１０２が第１のラジオまたは第２
のラジオのいずれかによって受信された帯域幅よりも大きい帯域幅を受信するようにキャ
リアアグリゲーションを実行するように構成され得る。
【００６２】
　[0069]特に、ＵＥ１０２がキャリアアグリゲーションモードにあるとき、トランシーバ
４０１Ａ、４０１Ｂ、４６０Ａ、および４６０Ｂからの信号は、ベースバンドプロセッサ
４５０によってアグリゲートされる。さらに、制御信号４２０Ａ、４２０Ｂ、４２１Ａ、
および４２１Ｂにより、コントローラ４１０は、フィルタ４０８Ａ～４０８Ｄおよび４０
９Ａ～４０９Ｄ中のフィルタのバンク内の適切なフィルタを選択することが可能になる。
様々な実施形態では、フィルタ４０８Ａ、４０８Ｂ、４０９Ａおよび４０９Ｂの中心周波
数は、互いに等しくなり得る。様々な実施形態では、フィルタ４０８Ｃ、４０８Ｄ、４０
９Ｃ、および４０９Ｄの中心周波数は、互いに等しくなり得る。様々な実施形態では、各
フィルタ４０８Ａ～４０８Ｄおよび４０９Ａ～４０９Ｄの帯域幅はまた、互いに等しくな
り得る。
【００６３】
　[0070]キャリアアグリゲーションモードでは、コントローラからの制御信号により、ト
ランシーバは、デュプレクサ４０４Ａ～４０４Ｄを使用することが可能になる。制御信号
４２０Ｃは、スイッチ４０６Ａがデュプレクサ４０４Ａから信号を受信することを可能に
するように構成され得る。制御信号４２０Ｄは、スイッチ４０７Ａがデュプレクサ４０４
Ａに信号を送ることを可能にするように構成され得る。制御信号４２０Ｃは、スイッチ４
０６Ｂがデュプレクサ４０４Ｂから信号を受信することを可能にするように構成され得る
。制御信号４２０Ｄは、スイッチ４０７Ｂがデュプレクサ４０４Ｂに信号を送ることを可
能にするように構成され得る。制御信号４２１Ｃは、スイッチ４０６Ｃがデュプレクサ４
０４Ｃから信号を受信することを可能にするように構成され得る。制御信号４２１Ｄは、
スイッチ４０７Ｃがデュプレクサ４０４Ｃに信号を送ることを可能にするように構成され
得る。制御信号４２１Ｄは、スイッチ４０７Ｄがデュプレクサ４０４Ｄに信号を送ること
を可能にするように構成され得る。制御信号４２０Ｅおよび４２１Ｅは、ＷＷＡＮ／ＷＬ
ＡＮスイッチ４０３Ａ～４０３ＤがＷＷＡＮ信号を送信および受信することを可能にする
ように設定される。
【００６４】
　[0071]次に、ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２にとってアクセス可能である第２のタイプの信
号を検出し得る。第２のタイプの信号を検出すると、ステップ５０５において、コントロ
ーラ４１０は、第２のタイプの信号（すなわちＷＬＡＮ　ＴＤＤ）を受信するように第１
のラジオ（すなわちトランシーバ４０１Ａおよび４６０Ａ）を構成するための第１の制御
信号を生成し得る。コントローラ４１０は、デュプレクサ４０４Ａ～４０４Ｄをバイパス
する信号経路を作成し得る。特に、制御信号４２０Ａおよび４２０Ｂは、第２のタイプの
信号を処理するフィルタ４０８Ａ、４０８Ｂ、４０９Ａ、４０９Ｂからフィルタを選択し
得る。制御信号４２０Ｃおよび４２０Ｄは、ＴＤＤスイッチ４０５Ａとの間で信号を送信
および受信するようにスイッチ４０６Ａ、４０６Ｂ、４０７Ａおよび４０８Ｂを構成する
。制御信号４２０Ｅは、ＷＬＡＮ信号を送信および受信するようにＷＷＡＮ／ＷＬＡＮス
イッチ４０３Ａ～４０３Ｂを構成する。
【００６５】
　[0072]次に、ステップ５０７において、コントローラ４１０は、第１のラジオが第２の
タイプの信号を受信する間に第２のラジオが第１のタイプの信号を受信し続けるような第
２の制御信号を生成する。ステップ５０７の制御信号は、第２のラジオに対するステップ
５０３からの制御信号と同様であり得る。
【００６６】
　[0073]図６に、ダイバーシティ選択を使用するトランシーバアセンブリ６００の概略図
を示す。トランシーバアセンブリ６００は、トランシーバ６０１Ａと、トランシーバ６０
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１Ｂと、コントローラ６１９Ａと、コントローラ６１９Ｂと、ベースバンドプロセッサ６
５０とを含む。図４中のトランシーバアセンブリ４００とは異なり、トランシーバアセン
ブリ６００は、ダイバーシティ選択を実行し得る。特に、各トランシーバ６０１Ａおよび
６０１Ｂは、２つのアンテナを有し、トランシーバは、各アンテナから受信された信号品
質に基づいてどのアンテナを使用すべきかを決定し得る。図６は、ダイバーシティ合成を
用いるＦＤＤ（周波数分割複信）キャリアアグリゲーショントランシーバの実装形態であ
る。他の実施形態では、ダイバーシティ合成を用いるＴＤＤキャリアアグリゲーショント
ランシーバは、第２の信号を受け入れるように変更され得る。ＴＤＤキャリアアグリゲー
ショントランシーバ中のフィルタのうちの１つは、第２のタイプの信号の周波数を受信す
るように制御され得る。
【００６７】
　[0074]トランシーバ６０１Ａおよび６０１Ｂはそれぞれ、同様の方法で接続される同様
の構成要素を有する。たとえば、トランシーバ６０１Ａは、それぞれ、信号経路６３５Ａ
および６３５Ｂによって各々がアンテナセレクタ６０３Ａに接続される２つのアンテナ６
０２Ａおよび６０２Ｂを含む。様々な実施形態では、アンテナセレクタ６０３Ａは、単極
双投スイッチであり得る。アンテナセレクタ６０３Ａは、アンテナから受信された信号品
質に基づいて信号を受信または送信するためにアンテナ６０２Ａまたは６０２Ｂのうちの
１つを選択するように設計され得る。同様に、トランシーバ６０１Ｂは、信号経路６３５
Ｃおよび６３５Ｄによって各々がアンテナセレクタ６０３Ｂに接続される２つのアンテナ
６０２Ｃおよび６０２Ｄを含む。アンテナセレクタ６０３Ｂは、アンテナから受信された
信号品質に基づいて信号を受信または送信するためにアンテナ６０２Ｃまたは６０２Ｄの
うちの１つを選択するように設計され得る。様々な実施形態では、アンテナセレクタ６０
３Ａまたは６０３Ｂは、信号経路６３６Ａまたは６３６Ｂを介してＷＷＡＮ／ＷＬＡＮス
イッチ６０４Ａまたは６０４Ｂとの間で信号を送信または受信し得る。
【００６８】
　[0075]様々な実施形態では、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ａは、コントローラ６
１９Ａから制御信号６２０Ｅを受信し得る。同様に、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４
Ｂは、コントローラ６１９Ａから制御信号６２１Ｅを受信し得る。ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮス
イッチ６０４Ａおよび６０４Ｂの両方は、それぞれ、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａおよび
６０５Ｂとの間で信号を送信または受信し得る。ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａおよび６０
５Ｂは、ＷＷＡＮ信号について周波数分割複信モードで動作し得る。ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮ
スイッチ６０４Ａおよび６０４Ｂは、ＴＤＤスイッチ６０６ＡまたはＴＤＤスイッチ６０
６Ｂの間で信号を送信または受信し得る。時分割複信スイッチ６０６Ａおよび６０６Ｂは
、ＷＬＡＮ信号を送信または受信し得る。制御信号６２０Ｅおよび６２１Ｅは、ＷＷＡＮ
／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ａおよび６０４Ｂによって受信される信号のタイプを選定する
。
【００６９】
　[0076]ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａは、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ａとの間で
信号を送信および受信する。ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂは、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッ
チ６０４Ｂとの間で信号を送信および受信する。ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａは、スイッ
チ６０７Ａに信号を送り、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａは、スイッチ６０８Ａから信号を
受信する。ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂは、スイッチ６０７Ｂに信号を送り、ＦＤＤデュ
プレクサ６０５Ｂは、スイッチ６０８Ｂから信号を受信する。
【００７０】
　[0077]ＴＤＤスイッチ６０６Ａは、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ａとの間で信号
を送信または受信する。ＴＤＤスイッチ６０６Ａは、信号経路６４２Ａを介してスイッチ
６０８Ａから信号を受信する。ＴＤＤスイッチ６０６Ａは、信号経路６４１Ａを介してス
イッチ６０７Ａに信号を送る。ＴＤＤスイッチ６０６Ｂは、ＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ
６０４Ｂとの間で信号を送信または受信する。ＴＤＤスイッチ６０６Ｂは、信号経路６４
２Ｂを介してスイッチ６０８Ｂから信号を受信する。ＴＤＤスイッチ６０６Ａは、信号経
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路６４１Ｂを介してスイッチ６０７Ｂに信号を送る。
【００７１】
　[0078]様々な実施形態では、スイッチ６０７Ａは、単極双投スイッチであり得る。スイ
ッチ６０７Ａは、コントローラ６１９Ａから制御信号６２０Ｃを受信する。スイッチ６０
７Ａは、信号経路６３４Ａを介してＦＤＤデュプレクサ６０５Ａから、信号経路６４１Ａ
を介してＴＤＤスイッチ６０６Ａから信号を受信する。スイッチ６０７Ａは、フィルタ６
０９Ａに信号を送る。スイッチ６０７Ａは、限定はしないが、ＷＷＡＮ信号などのＦＤＤ
信号を受信するようにトランシーバが動作しているときにＦＤＤデュプレクサ６０５Ａか
らの信号を送るように構成される。スイッチ６０７Ａは、限定はしないが、ＷＬＡＮ信号
などのＴＤＤ信号を受信するようにトランシーバ６０１Ａが構成されているときにＴＤＤ
スイッチ６０６Ａからの信号を送るように構成される。
【００７２】
　[0079]様々な実施形態では、スイッチ６０７Ｂは、単極双投スイッチであり得る。スイ
ッチ６０７Ｂは、コントローラ６１９Ｂから制御信号６２１Ｃを受信する。スイッチ６０
７Ｂは、信号経路６３４Ｂを介してＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂから、信号経路６４１Ｂ
を介してＴＤＤスイッチ６０６Ｂから信号を受信する。スイッチ６０７Ｂは、フィルタ６
０９Ｂに信号を送る。スイッチ６０７Ｂは、限定はしないが、ＷＷＡＮ信号などのＦＤＤ
信号を受信するようにトランシーバが動作しているときにＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂか
らの信号を送るように構成される。スイッチ６０７Ｂは、限定はしないが、ＷＬＡＮ信号
などのＴＤＤ信号を受信するようにトランシーバ６０１Ｂが構成されているときにＴＤＤ
スイッチ６０６Ｂからの信号を受信するように構成される。
【００７３】
　[0080]様々な実施形態では、スイッチ６０８Ａは、単極双投スイッチであり得る。スイ
ッチ６０８Ａは、コントローラ６１９Ａから制御信号６２０Ｄを受信する。スイッチ６０
７Ａは、信号経路６３９Ａを介してフィルタ６１０Ａへの信号を受信する。スイッチ６０
８Ａは、信号経路６４０Ａを介してＦＤＤデュプレクサ６０５Ａに、信号経路６４２Ａを
介してＴＤＤスイッチ６０６Ａに信号を送る。スイッチ６０８Ａは、限定はしないが、Ｗ
ＷＡＮ信号などのＦＤＤ信号を送るようにトランシーバが動作しているときにＦＤＤデュ
プレクサ６０５Ａに信号を送るように構成される。スイッチ６０８Ａは、限定はしないが
、ＷＬＡＮ信号などのＴＤＤ信号を送るようにトランシーバ６０１Ａが構成されていると
きにＴＤＤスイッチ６０６Ａに信号を送るように構成される。
【００７４】
　[0081]フィルタ６０９Ａは、様々な中心周波数にあり、ある帯域幅をもつ信号を処理す
ることを可能にするように構成された１つまたは複数のフィルタ（たとえば、複数のフィ
ルタのバンク）を備え得る。様々な実施形態では、フィルタ６０９Ａは、他の信号（たと
えば、ジャミング信号）を除去し得る。フィルタ６０９Ａは、信号経路６３３Ａを介して
スイッチ６０７Ａから信号を受信し得、制御信号６２０Ａを受信し得る。フィルタ６０９
Ａは、受信された信号を処理し、ベースバンドプロセッサ６５０に対して信号を送り得る
。上述のように、フィルタ６０９Ａとベースバンドプロセッサ６５０との間に他の電気的
構成要素があり得る。電気的構成要素は、ミキサ、局部発振器、ダウンコンバータなどを
含み得る。フィルタ６０９Ａは、コントローラ６１９Ａから制御信号６２０Ａを受信し得
る。制御信号６２０Ａは、第１のタイプの信号を受信することから第２のタイプの信号を
受信することを行うようにトランシーバ６０１Ａを切り替えるために、フィルタ６０９Ａ
に位置するフィルタのバンク内のフィルタを選択し得る。制御信号６２０Ａはまた、第２
のタイプの信号が利用不可能であるとき、第１のタイプの信号を受信し処理することに切
り替えて戻るようにフィルタ６０９Ａを制御し得る。様々な実施形態では、第１のタイプ
の信号はＷＷＡＮ信号であり得、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信号であり得る。
【００７５】
　[0082]フィルタ６１０Ａは、様々な中心周波数にあり、ある帯域幅をもつ信号を処理す
ることを可能にするように構成された１つまたは複数のフィルタ（たとえば、複数のフィ



(22) JP 6571080 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

ルタのバンク）を備え得る。様々な実施形態では、フィルタ６１０Ａは、他の信号（たと
えば、ジャミング信号）を除去し得る。フィルタ６１０Ａは、信号経路６３６Ａを介して
ベースバンドプロセッサ６５０から信号を受信し得る。フィルタ６１０Ａはまた、コント
ローラ６１９Ａから制御信号６２０Ｂを受信し得る。フィルタ６１０Ａは、信号経路６３
９Ａを介してスイッチ６０８Ａに信号を送り得る。上述のように、フィルタ６１０Ａとベ
ースバンドプロセッサ６５０との間に他の電気的構成要素があり得る。電気的構成要素は
、ミキサ、局部発振器、ダウンコンバータなどを含み得る。フィルタ６１０Ａは、コント
ローラ６１９Ａから制御信号６２０Ｂを受信し得る。制御信号６２０Ｂは、第１のタイプ
の信号を送ることから第２のタイプの信号を送ることを行うようにトランシーバ６０１Ａ
を切り替えるために、フィルタ６１０Ａに位置するフィルタのバンク内のフィルタを選択
し得る。制御信号６２０Ｂはまた、第２のタイプの信号が利用不可能であるとき、第１の
タイプの信号を受信し処理するようにフィルタ６１０Ａを制御し得る。様々な実施形態で
は、第１のタイプの信号はＷＷＡＮ信号であり得、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信号で
あり得る。
【００７６】
　[0083]フィルタ６０９Ｂは、様々な中心周波数にあり、ある帯域幅をもつ信号を処理す
ることを可能にするように構成された１つまたは複数のフィルタ（たとえば、複数のフィ
ルタのバンク）を備え得る。様々な実施形態では、フィルタ６０９Ｂは、他の信号（たと
えば、ジャミング信号）を除去し得る。フィルタ６０９Ｂは、信号経路６３３Ｂを介して
スイッチ６０７Ｂから信号を受信し得、フィルタ６０９Ｂは、制御信号６２１Ａを受信し
得る。フィルタ６０９Ｂは、受信された信号を処理し、ベースバンドプロセッサ６５０に
信号経路６３０Ｂ上で信号を送り得る。上述のように、フィルタ６０９Ｂとベースバンド
プロセッサ６５０との間に他の電気的構成要素があり得る。電気的構成要素は、ミキサ、
局部発振器、ダウンコンバータなどを含み得る。フィルタ６０９Ｂは、コントローラ６１
９Ｂから制御信号６２１Ａを受信し得る。制御信号６２１Ａは、第１のタイプの信号を受
信することから第２のタイプの信号を受信することを行うようにトランシーバ６０１Ｂを
切り替えるために、フィルタ６０９Ｂに位置する複数のフィルタのバンク内のフィルタを
選択し得る。制御信号６２１Ａはまた、第２のタイプの信号が利用不可能であるとき、第
１のタイプの信号を受信し処理するようにフィルタ６０９Ｂを制御し得る。様々な実施形
態では、第１のタイプの信号はＷＷＡＮ信号であり得、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信
号であり得る。
【００７７】
　[0084]フィルタ６１０Ｂは、様々な中心周波数にあり、ある帯域幅をもつ信号を処理す
ることを可能にするように構成された１つまたは複数のフィルタ（たとえば、複数のフィ
ルタのバンク）を備え得る。様々な実施形態では、フィルタ６１０Ｂは、他の信号（たと
えば、ジャミング信号）を除去し得る。フィルタ６１０Ｂは、信号経路６３６Ｂを介して
ベースバンドプロセッサ６５０から信号を受信し得る。フィルタ６１０Ｂはまた、コント
ローラ６１９Ｂから制御信号６２１Ｂを受信し得る。フィルタ６１０Ｂは、信号経路６３
９Ｂを介してスイッチ６０８Ｂに信号を送り得る。上述のように、フィルタ６１０Ｂとベ
ースバンドプロセッサ６５０との間に他の電気的構成要素があり得る。電気的構成要素は
、ミキサ、局部発振器、ダウンコンバータなどを含み得る。フィルタ６１０Ｂは、コント
ローラ６１９Ｂから制御信号６２１Ｂを受信し得る。制御信号６２１Ｂは、第１のタイプ
の信号を送ることから第２のタイプの信号を送ることを行うようにトランシーバ６０１Ｂ
を切り替えるために、フィルタ６１１Ａに位置する複数のフィルタのバンク内のフィルタ
を選択し得る。制御信号６２１Ｂはまた、第２のタイプの信号が利用不可能であるとき、
第１のタイプの信号を受信し処理するようにフィルタ６１０Ｂを制御し得る。様々な実施
形態では、第１のタイプの信号はＷＷＡＮ信号であり得、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ
信号であり得る。
【００７８】
　[0085]ベースバンドプロセッサ６５０は、アナログ信号をデジタル信号に、デジタル信
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号をアナログ信号に変換し得る。ベースバンドプロセッサ６５０は、信号処理を実行する
ように構成され、信号生成、変調、符号化、ならびに周波数シフトおよび信号送信などの
無線制御機能を管理し得る。様々な実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は、図
面を簡略化するためにここで図示していないＩＦＦＴ（逆高速フーリエ変換）と、Ｄ／Ａ
（デジタルアナログ変換器）と、Ａ／Ｄ（アナログデジタル変換器）とを含み得る。図６
に示すベースバンドプロセッサ６５０は、それぞれ、信号経路６２２Ａおよび６２２Ｂ上
でコントローラ６１９Ａおよび６１９Ｂから信号を受信するように構成される。ベースバ
ンドプロセッサ６５０はまた、ミキサ／ＬＯ６１３Ａおよびミキサ／ＬＯ６１３Ｂから信
号を受信し得る。ベースバンドプロセッサ６５０は、それぞれ、信号経路６３６Ａおよび
６３６Ｂを使用することによってミキサ／ＬＯ６１４Ａおよびミキサ／ＬＯ６１４Ｂに信
号を送るように構成される。いくつかの実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は
、ＷＷＡＮ信号とＷＬＡＮ信号との両方を受信し、処理するように構成される。他の実施
形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は、各トランシーバ６０１Ａおよび６０１Ｂか
らＷＷＡＮ信号を送信／受信し得る。他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０
は、トランシーバ６０１Ｂが第２のタイプの信号を送信／受信する間に、トランシーバ６
０１Ａから第１のタイプの信号を送信／受信し得る。例示的な実施形態では、第１のタイ
プの信号はＷＷＡＮ信号であり、第２のタイプの信号はＷＬＡＮ信号である。ベースバン
ドプロセッサ６５０は、両方のタイプの信号を同時に処理するように構成され得る。他の
実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は、トランシーバ６０１ＢがＷＬＡＮ信号
を送信／受信し得る間に、トランシーバ６０１Ａとの間でＷＷＡＮ信号を送信／受信し得
る。様々な実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は、コントローラ６１９Ａまた
は６１９Ｂから受信された入力に基づいてどの信号タイプを処理すべきかを決定し得る。
他の実施形態では、ベースバンドプロセッサ６５０は、ＵＥ１０２がアクセス可能なＷＬ
ＡＮ信号を検出したので、ベースバンドプロセッサ６５０が第２のタイプの信号を受信す
べきであるとの信号をＵＥ１０２またはコントローラ６１９Ａおよび６１９Ｂから受信し
得る。ベースバンドプロセッサ６５０は、ＷＬＡＮ信号を送信／受信するようにトランシ
ーバを制御するためにトランシーバ６０１Ａまたは６０１Ｂのうちの少なくとも１つに制
御信号６２０Ａ～６２０Ｅまたは６２１Ａ～６１９Ｅを送るようにコントローラ６１９Ａ
または６１９Ｂに通知するために信号経路６２２Ａまたは６２２Ｂ上で信号を送り得る。
【００７９】
　[0086]コントローラ６１９Ａは、信号経路６２２Ａを介してベースバンドプロセッサ６
５０との間で信号を送信および受信し得る。コントローラ６１９Ａは、トランシーバ６０
１Ａの様々な構成要素を制御する制御信号６２０Ａ、６２０Ｂ、６２０Ｃ、６２０Ｄ、お
よび６２０Ｅを与える。コントローラ６１９Ａからの制御信号は、トランシーバ６０１Ａ
が以前に受信していた第１のタイプの信号とは異なる第２のタイプの信号を受信するため
の少なくとも１つの信号経路を作成するようにトランシーバを制御する。特に、制御信号
６２０Ａにより、コントローラは、フィルタ６０９Ａを調整することが可能になる。制御
信号６２０Ｂにより、コントローラは、フィルタ６１０Ａを調整することが可能になる。
制御信号６２０Ｃは、スイッチ６０７Ａを変更し得る。たとえば、制御信号６２０Ｃは、
ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａから信号を受信するようにスイッチ６０７Ａを変更し得る。
代替的に、制御信号６２０Ｃは、ＴＤＤスイッチ６０６Ａから信号を受信し送信するよう
にスイッチ６０７Ａを変更し得る。制御信号６２０Ｄは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａに
またはＴＤＤスイッチ６０６Ａに信号を送るようにスイッチ６０８Ａを変更し得る。制御
信号６２０Ｅは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａとの間で信号を送信または受信するか、ま
たはＴＤＤスイッチ６０６Ａとの間で信号を送信または受信するようにＷＷＡＮ／ＷＬＡ
Ｎスイッチ６０４Ａを変更し得る。
【００８０】
　[0087]コントローラ６１９Ｂは、信号経路６２２Ｂを介してベースバンドプロセッサ６
５０との間で信号を送信および受信し得る。コントローラ６１９Ｂは、トランシーバ６０
１Ｂの様々な構成要素を制御する制御信号６２１Ａ、６２１Ｂ、６２１Ｃ、６２１Ｄ、お
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よび６２１Ｅを与える。コントローラ６１９Ｂからの制御信号は、トランシーバ６０１Ｂ
が以前に受信していた第１のタイプの信号とは異なる第２のタイプの信号を受信するため
の少なくとも１つの信号経路を作成するように設計されたトランシーバを制御する。特に
、制御信号６２１Ａにより、コントローラは、フィルタ６０９Ｂを調整することが可能に
なる。制御信号６２１Ｂにより、コントローラは、フィルタ６１０Ｂを調整することが可
能になる。制御信号６１０Ｃは、ＦＤＤデュプレクサ６０５ＢまたはＴＤＤスイッチ６０
６Ｂのいずれかから信号を受信するようにスイッチ６０７Ｂを変更し得る。たとえば、制
御信号６２１Ｃは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂから信号を受信するようにスイッチ６０
７Ｂを変更し得る。代替的に、制御信号６２０Ｃは、ＴＤＤスイッチ６０６Ｂから信号を
受信し送信するようにスイッチ６０７Ｂを変更し得る。制御信号６２０Ｄは、ＦＤＤデュ
プレクサ６０５ＢにまたはＴＤＤスイッチ６０６Ｂに信号を送るようにスイッチ６０８Ｂ
を変更し得る。制御信号６２０Ｅは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ａとの間で信号を送信ま
たは受信するか、またはＴＤＤスイッチ６０６Ｂとの間で信号を送信／受信するようにＷ
ＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ｂを変更し得る。
【００８１】
　[0088]ＬＮＡ６１１Ａは、フィルタ６０９Ａから信号を受信する。ＬＮＡ６１１Ａは、
受信された信号を増幅する低雑音増幅器である。いくつかの実施形態では、ＬＮＡ６１１
Ａは、トランシーバ６０１Ａ中の他の構成要素からの信号に注入されていることがある雑
音の効果を補償する。様々な実施形態では、ＬＮＡ６１１Ａは、異なるタイプの信号を受
信し、異なるタイプの信号を増幅するように構成され得る。たとえば、ＬＮＡ６１１Ａは
、フィルタ６０９Ａによってフィルタ処理された信号のタイプに基づいて、第１のタイプ
の信号（たとえば、ＷＷＡＮ）または第２のタイプの信号（たとえば、ＷＬＡＮ）を受信
し得る。いくつかの実施形態では、フィルタ６０９Ａからの信号は、どのタイプの信号が
処理されているのかをＬＮＡ６１１Ａに通知し得、ＬＮＡ６１１Ａは、受信されているそ
のタイプの信号を増幅するようにそれの増幅特性を調整し得る。様々な実施形態では、Ｌ
ＮＡ６１１Ａは、処理されている信号のタイプに関してＬＮＡ６１１Ａに通知する、コン
トローラ６１９Ａからの制御信号を受信し得る。ＬＮＡ６１１Ｂは、フィルタ６０９Ｂか
ら信号を受信する。ＬＮＡ６１１Ｂは、ＬＮＡ６１１Ａと同様の機能を実行する。様々な
実施形態では、ＬＮＡ６１１Ｂは、フィルタ６０９Ｂから信号を受信し、ミキサ／ＬＯ６
１３Ｂに信号を送る。
【００８２】
　[0089]ＰＡ６１２Ａは、フィルタミキサ／ＬＯ６１４Ａから信号を受信し、フィルタ６
１０Ａに信号を送る。ＰＡ６１２Ａは、受信された信号を増幅する電力増幅器である。い
くつかの実施形態では、ＰＡ６１２Ａは、トランシーバ６０１Ａ中の他の構成要素からの
信号に注入されていることがある雑音の効果を補償する。様々な実施形態では、ＰＡ６１
２Ａは、異なるタイプの信号を受信し、異なるタイプの信号を増幅するように構成され得
る。たとえば、ＰＡ６１２Ａは、フィルタ６１０Ａによってフィルタ処理される信号のタ
イプに基づいて、第１のタイプの信号（たとえば、ＷＷＡＮ）または第２のタイプの信号
（たとえば、ＷＬＡＮ）を受信し得る。いくつかの実施形態では、ミキサ／ＬＯ６１４Ａ
からの信号は、どのタイプの信号が処理されているのかをＰＡ６１２Ａに通知し得、ＰＡ
６１２Ａは、受信されているそのタイプの信号を増幅するようにそれの増幅特性を調整し
得る。様々な実施形態では、ＰＡ６１２Ａは、処理されている信号のタイプに関してＰＡ
６１２Ａに通知する、コントローラ６１９Ａからの制御信号を受信し得る。ＰＡ６１２Ｂ
は、フィルタ６１０Ｂから信号を受信する。ＰＡ６１２Ｂは、ＰＡ６１２Ａと同様の機能
を実行する。様々な実施形態では、ＰＡ６１２Ｂは、ミキサ／ＬＯ６１４Ｂから信号を受
信し、フィルタ６１０Ｂに信号を送る。
【００８３】
　[0090]ミキサ／ＬＯ６１３Ａは、ＬＮＡ６１１Ａからの出力信号をダウンコンバートし
、ベースバンドプロセッサ６５０に信号を送るように構成される。ミキサ／ＬＯ６１３Ａ
は、以下で詳細に説明する（限定はしないが、デュアルモード動作などの）マルチモード
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動作のために構成され得る。ミキサ／ＬＯ６１３Ａは、異なる通信規格およびプロトコル
に適応するように（動作モードを変更することによって）選択的に適応することができる
。ミキサ／ＬＯ６１３Ａは、ＬＮＡ６１１Ａからの出力信号を局部発振器（ＬＯ）からの
出力信号と混合し、ダウンコンバートする。様々な実施形態では、制御信号６２０Ａは、
ミキサ／ＬＯ６１３Ａに与えられ得る。コントローラ６１９Ａからの制御信号は、ミキサ
／ＬＯ６１３Ａ内の適切なローカル発振周波数またはミキサ特性を選定し得る。ミキサ／
ＬＯ６１３Ａは、複数の異なるタイプの信号を混合し、ダウンコンバートするように構成
され得る。たとえば、ミキサ／ＬＯ６１３Ａは、特定の時間期間内にＷＷＡＮ信号を処理
し得る。別の時間期間中に、ミキサ／ＬＯ６１３Ａは、ＷＬＡＮ信号を処理し得る。処理
されるべき信号のタイプの決定は、トランシーバの動作可能なモードに依存し得る。ミキ
サ／ＬＯ６１３Ｂは、ミキサ／ＬＯ６１３Ａと同様の方法で動作し得る。ミキサ／ＬＯ６
１３Ｂは、ＬＮＡ６１１Ｂからの信号をダウンコンバートし、ベースバンドプロセッサ６
５０に信号を送り得る。
【００８４】
　[0091]ミキサ／ＬＯ６１４Ａは、ベースバンドプロセッサ６５０から受信された信号を
アップコンバートする。ミキサ／ＬＯ６１４Ａは、ＰＡ６１２Ａにアップコンバートされ
た信号を送る。ミキサ／ＬＯ６１４Ａは、以下で詳細に説明する（限定はしないが、デュ
アルモード動作などの）マルチモード動作のために構成され得る。ミキサデバイスは、異
なる通信規格およびプロトコル（たとえば、ＷＷＡＮまたはＷＬＡＮ）に適応するように
（動作モードを変更することによって）選択的に適応することができる。ミキサ／ＬＯ６
１４Ａは、ベースバンドプロセッサ６５０からの出力を局部発振器（ＬＯ）からの出力と
混合し、アップコンバートする。様々な実施形態では、制御信号６２０Ｂは、ミキサ／Ｌ
Ｏ６１４Ａに与えられ得る。コントローラ６１９Ａからの制御信号は、ミキサ／ＬＯ６１
４Ａ内の適切なローカル発振周波数またはミキサ特性を選定し得る。ミキサ／ＬＯ６１４
Ａは、複数の異なるタイプの信号を混合するように構成され得る。たとえば、ミキサ／Ｌ
Ｏ６１４Ａは、ある時間期間にＷＷＡＮ信号を処理し得る。別の時間期間中に、ミキサ／
ＬＯ６１４Ａは、ＷＬＡＮ信号を処理し得る。処理される信号のタイプに関する決定は、
トランシーバの動作可能なモードに依存し得る。ミキサ／ＬＯ６１４Ｂは、ミキサ／ＬＯ
６１４Ａと同様の方法で動作し得る。ミキサ／ＬＯ６１４Ｂは、ベースバンドプロセッサ
６５０からの信号をアップコンバートし、ＰＡ６１２Ｂに信号を送り得る。
【００８５】
　[0092]図７は、図６中のシステムによって実施され得るワイヤレス通信の方法７００の
フローチャートである。他の実施形態では、方法７００のフローチャートは、図１～図２
Ｂおよび図４中のシステムによって実施され得る。ステップ７０１において、トランシー
バ６０１Ａおよび６０１Ｂは、第１のトランシーバ６０１Ａおよび第２のトランシーバ６
０１Ｂから受信された第１のタイプのワイヤレス信号に対してキャリアアグリゲーション
を実行し得る。次に、ステップ７０３において、ＵＥ１０２は、ＵＥ１０２にとってアク
セス可能である第２のタイプの信号を検出し得る。
【００８６】
　[0093]次に、ステップ７０５において、ベースバンドプロセッサ６５０は、第１のトラ
ンシーバ６０１Ａが第２のタイプの信号を受信および送信するための制御信号（すなわち
、６２０Ａ、６２０Ｂ、６２０Ｃ、６２０Ｄ、および６２０Ｅ）を生成するための信号を
第１のコントローラ６１９Ａに送り得る。制御信号６２０Ａは、フィルタ６０９Ａを変更
して、第２のタイプの信号（たとえば、ＷＬＡＮ）の要件に準拠する中心周波数および帯
域幅（たとえば、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ）を有するフィルタのバンク中のフィルタ
を選択し得る。制御信号６２０Ｂはまた、フィルタ６１０Ａ内にあるフィルタのバンクか
ら同様に適切なフィルタを選択し得る。制御信号６２０Ｃは、ＴＤＤスイッチ６０６Ａか
ら信号を受信するようにスイッチ６０７Ａを変更し得る。制御信号６２０Ｄは、ＴＤＤス
イッチ６０６Ａに信号を送るようにスイッチ６０８Ａを変更し得る。制御信号６２０Ｅは
、ＴＤＤスイッチ６０６Ａとの間で信号を送信および受信するようにＷＷＡＮ／ＷＬＡＮ
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スイッチ６０４Ａを切り替え得る。
【００８７】
　[0094]ステップ７０７において、ベースバンドプロセッサ６５０は、第２のトランシー
バ６０１Ｂが第１のタイプの信号を送信および受信し続けるための制御信号（たとえば、
６２１Ａ、６２１Ｂ、６２１Ｃ、６２１Ｄ、および６２１Ｅ）を生成するための信号を第
２のコントローラ６１９Ｂに送る。制御信号６２１Ａにより、フィルタ６０９Ｂは、第１
のタイプの信号（たとえば、ＷＷＡＮ）の要件に準拠する中心周波数および帯域幅を有す
るフィルタのバンク中のフィルタを選択することが可能になり得る。制御信号６２１Ｂは
また、フィルタ６１０Ｂ内にあるフィルタのバンクから適切なフィルタを選択し得る。制
御信号６２１Ｃは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂから信号を受信するようにスイッチ６０
７Ｂを構成し得る。制御信号６２１Ｄは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂに信号を送るよう
にスイッチ６０８Ｂを構成し得る。制御信号６２０Ｅは、ＦＤＤデュプレクサ６０５Ｂと
の間で信号を送信および受信するようにＷＷＡＮ／ＷＬＡＮスイッチ６０４Ｂを構成し得
る。
【００８８】
　[0095]上記で説明した例では、図４および図６中のシステムは、周波数分割複信（ＦＤ
Ｄ）でのＷＷＡＮ信号と、時分割複信（ＴＤＤ）でのＷＬＡＮ信号とを受信する。受信さ
れるＷＷＡＮ信号が、ＴＤＤである場合、図４または図６からのコントローラがフィルタ
の周波数の変更を行い得、図４および図６に追加されている様々なスイッチを含めないよ
うに回路が簡略化され得る。たとえば、図４では、スイッチ４０６Ａ～４０６Ｄ、４０５
Ａ～４０５Ｄ、４０７Ａ～４０７Ｄおよびデュプレクサ４０６Ａ～４０６Ｄならびに関係
する回路が除去され得る。図４では、フィルタは、ＴＤＤ　ＷＷＡＮ信号とＴＤＤ　ＷＬ
ＡＮ信号との間を切り替えるように調整され得る。図６では、スイッチ６０７Ａ～６０７
Ｂ、６０８Ａ～６０８Ｂ、６０６Ａ～６０６Ｂ、およびデュプレクサ６０５Ａ～６０５Ｂ
が、除去され得るか、または必要とされ得ない。
【００８９】
　[0096]様々な実施形態では、図３、図５、および図７のフローチャート中のアルゴリズ
ムのステップの各々は、１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジ
ュールのうちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス
／アルゴリズムを実行するように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素
であるか、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサに
よって実装されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶され
るか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００９０】
　[0097]開示されたプロセス中のステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の一
例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの特
定の順序または階層は並べ替えられ得ることを理解されたい。さらに、いくつかのステッ
プは組み合わされるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なステップの要
素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に限定される
ものではない。
【００９１】
　[0098]以上の説明は、本明細書で説明された様々な態様を当業者が実施することを可能
にするために与えられた。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らかに
なり、本明細書で定義した一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の
範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに矛盾
しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されて
いない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味する
ものである。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまたは複数を
指す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説
明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に
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明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で開示し
たいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうか
にかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のため
の手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクシ
ョンとして解釈されるべきではない。
【００９２】
　[0099]開示されたプロセスのステップの特定の順序または階層は例示的な手法の例であ
ることが理解される。設計の選好に基づいて、プロセス中のステップの具体的な順序また
は階層は、本開示の範囲内に留まりながら再配置され得ることが理解される。添付の方法
クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特
定の順序または階層に限定されるものではない。
【００９３】
　[0100]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得るこ
とを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって
表され得る。
【００９４】
　[0101]さらに、本明細書で開示する実装形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロ
ック、モジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、有形媒体
上で実施されるコンピュータソフトウェア、または両方の組合せとして実装され得ること
を、当業者は諒解されよう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すため
に、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップについて、
概してそれらの機能に関して上記で説明した。そのような機能性が、有形媒体上で実施さ
れるハードウェアまたはソフトウェアのどちらとして実施されるのかは、特定の応用例と
、システム全体に課せられる設計制約とに依存する。当業者は、説明した機能を特定の適
用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装決定は、本開示の範囲からの逸脱
を生じるものと解釈すべきではない。
【００９５】
　[0102]本明細書で開示する実装形態に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）また
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任
意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであ
り得るが、代替では、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピューティング
デバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプ
ロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の
他のそのような構成として実装され得る。
【００９６】
　[0103]本明細書で開示された実装形態に関して説明された方法またはアルゴリズムのス
テップは、直接ハードウェアで、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール
で、またはそれら２つの組合せで具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメ
モリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジ
スタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または当技術分野で知ら
れている任意の他の形態の記憶媒体内に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが
記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッ
サに結合される。代替として、記憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよ
び記憶媒体はＡＳＩＣ中に常駐し得る。ＡＳＩＣはユーザ端末中に存在し得る。代替とし
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て、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末において個別構成要素として存在し得る。
【００９７】
　[0104]１つまたは複数の例示的な実装形態では、説明する機能は、有形媒体上で実施さ
れるハードウェア、ソフトウェアまたはファームウェア、あるいはそれらの任意の組合せ
で実施され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令または
コードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を
介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータ
プログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ
通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の入手
可能な媒体であり得る。限定でなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡ
Ｍ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスク記憶装置、磁気ディス
ク記憶装置もしくは他の磁気記憶デバイス、または所望のプログラムコードを命令または
データ構造の形式で搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセ
スされ得る、他の任意の媒体を備え得る。さらに、いかなる接続もコンピュータ可読媒体
と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波な
どのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから
送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤
外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は媒体の定義に含まれる。本明細書
で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（
ＣＤ）、レーザーディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）、およびＢｌｕ－Ｒａｙ（登録商標）ディ
スク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（
disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００９８】
　[0105]開示した実装形態の以上の説明は、当業者が本開示を製作または使用することが
できるようにするために提供したものである。これらの実装形態の様々な変更形態は、当
業者には容易に明らかになるものであり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨
または範囲から逸脱することなく他の実装形態に適用され得る。したがって、本開示は、
本明細書で示した実装形態に限定されるものではなく、本明細書で開示された原理および
新規の特徴に一致する最も広い範囲を与られるべきである。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信のためのモバイルデバイスであって、
　第１の信号タイプの２つの信号をアグリゲートするように構成された２つ以上のトラン
シーバを有するキャリアアグリゲーションラジオを備え、
　他のトランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバが、前記第１の信号タイプを
受信し続ける間に、前記トランシーバのうちの少なくとも１つのトランシーバが、第２の
信号タイプを受信するようにさらに構成された、
　モバイルデバイス。
［Ｃ２］
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが前記第２の信号タイプ
を受信することを可能にするために前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトラ
ンシーバ内のフィルタ特性を調整するように構成されたトランシーバコントローラをさら
に備える、Ｃ１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ３］
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが前記第２の信号タイプ
を受信することを可能にするために前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトラ
ンシーバ中のフィルタを切り替えるように構成されたトランシーバコントローラをさらに
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備える、Ｃ１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ４］
　前記少なくとも１つのトランシーバによって受信されている信号のタイプを検出するよ
うに構成されたベースバンドプロセッサをさらに備え、
　ここにおいて、前記ベースバンドプロセッサは、前記トランシーバが前記第１の信号タ
イプを受信しているのかまたは前記第２の信号タイプを受信しているのかに基づいて別様
に信号を処理するように構成される、
　Ｃ２に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ５］
　前記トランシーバコントローラが、前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのト
ランシーバ中での前記フィルタ特性の前記変更に関してベースバンドプロセッサに通知し
、ここにおいて、前記フィルタ特性が、中心周波数である、Ｃ２に記載のモバイルデバイ
ス。
［Ｃ６］
　前記第１の信号タイプがＷＷＡＮ信号であり、前記第２の信号タイプがＷＬＡＮ信号で
ある、Ｃ１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ７］
　ＦＤＤデュプレクサをバイパスする信号経路を作成するために前記少なくとも１つのト
ランシーバの複数の単極双投スイッチに制御信号を送信するように構成されたコントロー
ラをさらに備える、Ｃ１に記載のモバイルデバイス。
［Ｃ８］
　前記トランシーバのうちの前記少なくとも１つのトランシーバが、ＦＤＤデュプレクサ
をバイパスするために信号経路を作成する複数の単極双投スイッチを含む、Ｃ１に記載の
モバイルデバイス。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のトランシーバによって第１のタイプの信号を受信することと、
　第２のトランシーバによって第１のタイプの信号を受信することと、
　前記第１のトランシーバによって受信された前記信号と前記第２のトランシーバによっ
て受信された前記信号とをキャリアアグリゲートすることと、
　第２のタイプの信号を検出することと、
　前記第２のトランシーバが前記第１のタイプの信号を受信し続ける間に、前記第２のタ
イプの信号を受信するように前記第１のトランシーバを切り替えることと
　を備える方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のトランシーバと前記第２のトランシーバとが、キャリアアグリゲーション中
にＷＷＡＮ信号を受信するように構成された、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のタイプの信号がＷＷＡＮ信号であり、前記第２のタイプの信号がＷＬＡＮ信
号である、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記切り替えることが、前記第１のトランシーバに接続されたコントローラによって実
行され、前記方法が、
　少なくとも１つのＦＤＤデュプレクサをバイパスするために前記第１のトランシーバに
制御信号を送ることをさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のトランシーバが前記第２のタイプの信号を受信することを可能にするために
前記第１のトランシーバ内のフィルタの特性を調整することをさらに備える、Ｃ９に記載
の方法。
［Ｃ１４］



(30) JP 6571080 B2 2019.9.4

10

20

　前記少なくとも１つのトランシーバが前記第２の信号タイプを処理することを可能にす
るために、フィルタ周波数を調整することと、前記トランシーバのうちの前記少なくとも
１つのトランシーバ内の単極双投スイッチのうちの少なくとも１つをアクティブ化するこ
ととを行うように構成されたトランシーバコントローラをさらに備える、Ｃ９に記載の方
法。
［Ｃ１５］
　前記トランシーバコントローラが、処理されている信号に基づいて異なる制御信号を与
えるように構成された、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　第２のタイプの信号を処理するために前記第１のトランシーバ内に信号経路を作成する
ように少なくとも１つの制御信号を変更するように構成されたトランシーバコントローラ
をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１７］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のトランシーバと第２のトランシーバとによって受信された第１の信号タイプの２
つの信号をキャリアアグリゲートするための手段と、
　第２の信号タイプを検出すると、前記第１のトランシーバによって、第２の信号タイプ
を受信するための手段と
　を備える装置。
［Ｃ１８］
　前記第２の信号タイプに基づいて第１のトランシーバ内のフィルタの特性を変更するた
めの手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第２の信号タイプを検出するための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第２のトランシーバが第１のタイプの信号を受信し続ける間に、第２のタイプの信
号を受信するように前記第１のトランシーバを変更するための第１の制御信号を生成する
ための手段をさらに備える、Ｃ１７に記載の装置。
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